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はしがき
1980 年に Cone~Jones， 11onger によって北米コノレディレラのサスベクト・テレーンが提案されて
以来、テレーン・アナリシスと称した地質学的解釈が環太平洋地域を中心になされてきた。しかしな
がら、その一方でこのテレーン・アナリシスに対する批判も次第に展開されてきた。特に「テレーン
用語問題j が 1990年に Doverによって提起され、「テレーンJや 「付加テレーンJなどの言葉が苧
んだ危険性が紹介された。 Doverは2点の問題点を指摘している。 1点目は、同等物として「テレー
ン」と「付加テレーンjの使用である。彼の主張によれば、「テレーンjは純粋に記載用語であり、「付
加テレーンj はまったく別個のものであるべきであるとしている。 2点目は、何が「付加jや「付加
テレーンJを構成しているかという疑問である。 Coneyらによって強調された大陸付加の概念やテレ
ーン概念、と関連して、 1983年に Howellet al.やMooreによって議論された付加のプロセスも、収束
プレート境界の大陸成長を意味している。しかしながらある研究者たちは、「付け加えるjとしづ非成
因的意味で、あるいは「異地性Jと同じ意味で、「付力引を使用している。これらは言葉の定義のあい
まいさから生じたものであり、「テレーンjがいつの間にか「大陸に付加した地帯Jに変質し、すべて
の「テレーンj がほとんど無批判に「大陸の成長j に加担しているかのような印象を持たせるように
なってしまったのである。大陸縁辺の造山帯には、当然forelanddeepのような堆積盆が発達し、成
長していくこともある。またヨーロッパアルプスにおけるナップとしての異地性岩塊は、収束プレー
ト境界のテクトニクスがテレーン・アナリシスを前提としたように単純簡単なものでないことを物語
っている。このようにテレーン・アナリシスは 1990年代初頭には影を潜めた。
一方、 Sengorによって提案されたように、大陸岩塊が集合した複合大陸としてのアジア大陸の詳細
は、数多くの研究者によって解明されてきた。特に Sengorによって提案された Cimmerian
Continentは、大規模な大陸付加として注目を集めた。また Metcalfeの一連の研究による
Paleo-'J可ethys，Meso・Tethys，Neo・Tethysはその論理の明快さから広くアジア研究者から受け入れら
れた。しかしながら、複合大陸のアジア大陸であっても、そこには大陸岩塊以外の、付加体、縁海、
島弧などのさまざまなテクトニックな要素が知られている。これは前にも述べたように、テレーン・
アナリシスのような手法では見落とされる部分であり、後発のアジア大陸研究においても研究者がテ
レーン・アナリシスの影響を少なからず受けていたことを意味するものかもしれない。
本プロジェクトは、大陸衝突・付加のテクトニクスのプロセスを、複合大陸であるインドシナ本土
で考察するものであり、その調査地域をタイ王国と隣国ラオス民主人民共和国に設定した。そして本
プロジェクトは平成 15年、 16年、 17年度の文部科学省からの研究費助成によって遂行され、今回多
大な成果を得ることで終了できた。また現地調査を円滑にかつ安全に進めることができたのも、筑波
大学生命環境科学研究科と部局間学術交流協定を締結しているタイ王国・チュラロンコン大学理学部
の関係者によるところが大きい。関係当局および関係者に深く感謝する。
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本研究の目的
テチス海ノミラドックス(ペルム一三畳紀における大陸分布再構築の試みの失敗)で見直された
古テチス海縫合帯のトレース検証は，プレートテクトニクス理論そのものを検証する上で，大変
重要な意味を持つ.この検証を行う上で，インドシナ半島は中生代以降の大陸付加過程を保存し
ていることから好適地といえる.タイ北部からラオスにかけて，西から東へ，シブマス地塊・(メ
ーユアン断層) ・インタノン帯・ (チェンライ断層)・スコタイ帯・ (ナンーウトラディット縫合
帯)・インドシナ地塊の各帯がほぼ南北に配列している.これらの地帯および境界断層・縫合帯を
研究対象とする.
本研究では，古生代中期にゴンドワナから分離したインドシナ地塊と，古生代後期に分離した
シンメリアン地塊群の一つシブマス地塊との再合体・衝突プロセスの解明するために，インドシ
ナ地塊とシブマス地塊上の堆積物の層序を確立する.また古テチス海堆積物およびその海洋地塊
からなるオフィオライト層序の認定をインタノン帯・スコタイ帯およびナンーウトラディット縫合
帯で行う.
研究組織
研究代表者 久田健一郎(筑波大学生命環境科学研究科・助教授)
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研究経費
平成 15年度
平成 16年度
平成 17年度
調査概要
4，600千円
3，900千円
2，900千円
平成 15年度 (2003)
① タイ北部
10 月 25 日 ~11 月 7 日 上野勝美・鎌田祥仁・原英俊(28日より)
・一瀬めぐみ (28Elより)
10/26 Khon Kaen周辺調査
10/27 Khon Kaen周辺調査
10/28 Khon Kaen 一一今 Mae Hong Son 
10/29 Mae Hong Song地域 Ban Mae Lana北方
10/30 Mae Hong Song地域 Ban Mae Lana 北方
10/31 おlaeHong Song地域 Ban Mae Lana北方
11/1 Mae Hong Song地域 Ban Mae Lana北方
11/2 Mae Hong Song地域 Ban Mae Lana南方
11/3 Mae Hong Song地域 Nam Phiang Din東方
11/4 Mae Hong Song地域 Khun Yuam西方
11/5 Mae Hong Song地域 Ban Mae Aw南方&Ban Huai Pong西方
② ラオス
1 月 3 日 ~13 日 上野勝美・鎌田洋仁・原英俊・一瀬めぐみ
1/5 Vientiane → Louangphrabang 
1/6 Louangphrabang→ Udom Xai 
1/7 Udom Xai地域 (PakBeng) 
1/8 Udom Xai → Louangphrabang 
1/9 Louangphrabang地域 (Xayaboury) 
1/10 Louangphrabang→ Vang Vieng 
1/11 Vang Vieng → Vientiane 
平成 16年度 (2004) 
④タイ北部
4 月 28 日 ~5 月 6 日 久田健一郎・原英俊・奥津康一
?
「?
、
4/29 Bangkok→ Loei 
4/30 Loei 一一今 Tha Li→ Loei 
5/1 Loei → Phu Sang Yai School 一一う Chiang Khan 
5/2 Chiang Khan→ Pak Chom 一一う Loei 
5/3 Loei → Pak Chom 一一+ Loei 
5/4 Loei → Pak Chom ーー う Loei 
5/5 Loei→ Bangkok 
⑤ タイ半島部
4 月 23 日 ~5 月 2 日 上野勝美・鎌田祥仁 (24日より)
4/24 Krabi南方
4/25 Krabi 北方
4/26 Krabi北西方
4/27 Krabi南西方
4/28 Krabi 一一今 Ko Phi Phi Don 
4/29 Ko Phi Phi Don 
4/30 Ko Phi Phi Don 
5/1 Ko Phi Phi Don 一一今 Krabi 
⑥ 10月 21日 ワークショ ップ開催(筑波大学)
久田健一郎・上野勝美・鎌田祥仁・原英俊・村越直美・江島 舞・パンヤ・チ
ヤルシリ・ティテイマ・チャロエンティティラット・モントリ・チューウォン
⑦ ラオス
3 月 13 日 ~3 月 26 日 久田健一郎・上野勝美・鎌田祥仁・原英俊
3/13 Bangkok 
3/14 Louangphrabang 
3/15 Louangphrabang 一一う Xayaboury 
3/16 Xayaboury 一一+ Pak Lay 
3/17 Pak Lay地域
3/18 Pak Lay地域
3/19 Pak Lay ーー う Xayaboury 
3/20 Xayaboury 一一+ Udom Xai 
3/21 Udom Xai 一→ Luang Nam Tha 
3/22 Luang Nam Tha地域
3/23 Luang Nam Tha → Louangphrabang 
3/24 Louangphrabang 
平成 17年度(2005)
③ タイ北部
4月 28日'"'-5月 8日 久田健一郎・上野勝美 (30日より)・鎌田祥
仁(30Elより)・原英俊 (29Sより)・宇野康司 (29日より)・藤)1 
将之 (30日より 2日まで)
4/30 Bangkok → Udon Thani 
5/1 Udon Thani→ Pak Chom→ Loei 
5/2 Loei→ Pak Chom → Loei 
5/3 Loei→ Na Haeo → Loei 
5/4 Loei→ Lampang(Phrae) 
5/5 Lampang(Phrae) → Nan 
5/6 Nan地域
5/7 Nan → Bangkok 
⑨ ケオ・カンファボング・ラオス地質鉱産局研究員の招鴨
10月 9日'"'-'18日
⑬ タイ北部
2月 17日'"'-'21日 久田健一郎・荒井章司・上野勝美・藤)1将之
1/17 Bamgkok → Udon Thani 
1/18 Udon Thani → Loei 
1/19 Loei地域 (Pak Chom) 
1/20 Loei → Udon Thani 
1/21 Udon Thani → Bangkok 
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(c)各参加者の研究成果の概要
「タイ・ラオスにおけるシブ、マスとインドシナ地塊の衝突と古地理j
久田健一郎
ゴンドワナ大陸起源のシブマスとインドシナは後期トリアス紀に衝突・合体したことが知られ
ている.この衝突は Paleotethys(古テーチス)の完全な閉塞を意味し，その衝突地帯は
Nan-Uttradit-Sa Kaeo Suturesと呼ばれてきた.しかしながら Ueno(1999)は，古生代有孔虫化
石分布と古地理などから，インドシナとシブマスの関に 2つの地帯を認定した.それらは火山弧
起源のスコタイ帯と古テーチス要素を含むインタノン帯である.また Uenoは Nan-Uttradit 
Sutureは，背弧のような縁海起源と推定し，古生物地理的にゴンドワナとテーチスを分かつもの
でないことを指摘した.一方， Charusiri et al. (2002)は，シャンタイ(シブマス相当)とインドシ
ナの間に 2つの地帯，ナコンタイとランパングーチェンライ・ブロックを提唱した.そしてナコ
ンタイ・ブロックはインドシナ西縁に発達した古テーチス堆積物の付加地帯，ランパンク、、ーチュ
ンライ・ブロックはシャンタイから分離し， しかもその東縁で、西方沈み込みを伴った火山地帯と
解釈した.両地帯は最終的に衝突し，その衝突帯を Nan-UttraditSutureとみなした.最近
Chutakositkanon et al.(2004)は，タイ南東部でインドシナ西縁に発達した Sa
Kaeo・Chanthaburi付加体を認定した.これはベルム紀からトリアス紀にかけて発達した付加体
であり，チャートや石灰岩レンズを含むメランジュで蛇紋岩レンズを伴うことで特徴づけられる a
タイ中央部を北西から南東へ走るメー・ピン断層は，その東半分が第四紀層によって覆われて
いるので必ずしも明確ではないが，ほぼタイを横断すると考えられている.本断層の北東側と南
西側では地質の状況が異なることが知られている.Ueno (1999)はインドシナが Nan -U ttradi t-
Sa Kaeo Sutureによって仕切られているとしたが， Charusiri et al. (2002)はナコンタイ・ブロ
ックは Uenoのインドシナの一部に相当するとみなした.ナコンタイ・ブロックは上部古生界タ
ービダイトや火山岩類よりなり、後者は Jungyusukand Khositanont (1992)によって
Loei -Phetchabun -Ko Chang volcanic beltと呼ばれてきた.この volcanicbeltの存在は，以下
のような砕屑性クロムスヒ。ネノレの産出によってその存在が支持される.すなわち，タイ北東部の
ベッチャブン地域のベノレム系 NanDuk層タービダイトは砕屑性クロムスヒ。ネルを産出し，その
化学組成は，これらのスヒ。ネノレが火成弧起源の火山岩(一部カンラン岩)を源岩としていること
を示唆した(Chutakositkanonet al.， 2001).またロエ一地域の NamMaholan層から得られた砕
屑性クロムスピネルも火山岩起源であり，島弧的なテクトニックセッテイングを示している
(Sugiyama et al.， 2000). このような状況はナコンタイ・ブロックが SaKaeo・Chanthaburi付加
体の延長とみなすことは考えにくく， Nan-Uttradit Suture沿いのオフィオライトとあわせて，
インドシナ西縁に発達した縁海的な地帯であったことが想定される(ナコンタイ縁海).
一方， Uenoのスコタイ帯(ランパングーチュンライブロック相当)は，その東縁で西方へ海
洋プレートが沈み込み 島弧的な性格を有していたことが知られている.さらにスコタイの西側
では， Charusiri et al(2002)はシブマスを想定し， Uenoはインタノン帯として古テーチス堆積物
の地帯とみなした.この違いは，木地帯が下部古生界の変成岩と上部古生界の遠洋性堆積岩から
構成されることによるものと推定される.すなわち Ueno(2002)も指摘するように，インタノン
帯は上・下部古生界の地質体の間にデコルマが発達した地帯とみなせる.このインタノン帯西側
にはメー・ユアン断層を介してシブマスが並置し，この断層が古テーチスを閉塞した縫合帯西縁
断層に相当する(Hisadaet al.， 2004).以上のようにメー・ピン断膚北東側には東から西へ，イン
ドシナ，ナコンタイ，スコタイ，インタノン，シブマスの各帯が認定できる.
主要な引用文献
Charusiri， P.， Daorerk， V， Archibald， D.， Hisada， K. and Ampaiwan， T.(2002) Journal of 
Geological Society ofThailand， no.1， pp.1・20.
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「北部ラオスに分布する炭酸塩岩の概要:特に後期古生代有干し虫群集の特徴とその地体構造的意義J
上野勝美
1 .はじめに
ラオスにおける後期古生代有孔虫類の研究は， 20世紀初頭の仏領インドシナ時代より始まり
のeprat，1912， 1913， 1914， 1915)，その後仏領を離れた 20世紀半ばにサイゴンのインドシナ地
質調査所にいた E.SaurinとLeThi Vienによっていくつかの報告が行われた (LeThi Vien， 
1959; Saurin， 1960， 1961， 1965， 1970; Saurin and Le-ThiべTien，1960). 1970年代以降の研究報
告は非常に少なく，最近になって Ueno(1998)がペルム紀有孔虫の産出を報告した以外は，後期
古生代有孔虫類に関する研究は知られてない.これらの報告は主に古生物学的な分類・記載に重
点が置かれたもので，化石産地や層序学的情報はあまり詳しく記されていなし¥また，これまで
の報告の多くは中部および南部ラオス地域からのもので，北部ラオス(“Haut-Laosづからの標本の
図示を伴う後期古生代有孔虫類の報告はわずかにLeThi Vien (1959)， Saurin (1961， 1965， 1970) 
の4編が知られているにすぎない.このように，北部ラオスのみならず，ラオス全土からの後期
古生代有孔虫類については隣接する地域(特に，地帯構造上関連の深いタイ北部地域や中国雲南
省)と比べその情報がし¥まだ著しく少ないというのが現状である.
地体構造の観点からは，本科研費で、調査を行った北部ラオス西部地域はインドシナ地域を構成
するインドチャイナ地塊(IndochinaBlock)の西縁に位置している.北部ラオスからみて南西にあ
るタイ国北部では，東側のインドチャイナ地塊とその西側のスコタイ帯(SukhothaiZone)とを分
かつ構造線として古くからナンーウトラディ縫合線(Nan-UttaraditSuture)の存在が知られてい
る.この構造線の延長が北部ラオスにどのように延びるかという問題に関しては，今のと三ろ具
体的データに基づいて議論されているとは言い難し 1状況である.タイ国主要部においてインドチ
ャイナ地塊西縁に位置するタイ国北東部のロエイ地域には，上部古生界浅海性陸棚炭酸塩岩相が
良く発達しているが，この炭酸塩古生界の北部ラオスへの延長を考えることは，そのすぐ西にあ
るナンーウトラディ縫合線の延長という，いわば東南アジアの基本的地体構造を考える上で非常
に重要な問題に対する実質的な制約条件を提示することになる.
これらの点を踏まえ， .2004年 1月と 2005年 3月に行われた野外調査では，北部ラオスの 39
地点より約 80サンフ。ルの炭酸塩岩類を採集した.この報告書では，本科研費に基づく野外調査
で得られた炭酸塩岩試料について，まず試料採集地点や岩相，含まれる有孔虫化石等の基本情報
を記述し，次に石炭ーベノレム紀有孔虫類(主にフズリナ類)に的を絞り北部ラオス地域とタイ北部
(特に北東部)地域との対比を考える‘さらに，これらの結果を基に，北部ラオスの後期古生代
炭酸塩岩がもっ地体構造的意義について述べる.
2.試料と有孔虫群集およびその年代
本科研費をもとにした2自の北部ラオス調査で採集された炭酸塩岩試料について，その基本的
情報を以下に記す.また，各採集地点を第 1図に示す.
2-1.ヴァンヴィエン(VangVieng)地域
VV01 : Vang Vieng北方数kmの， Nam Song Resort (N19003'48.1"， E102025'56.5")正面の，
カルストタワーを形成する塊状石灰岩からのブロック.微岩相はbioclasticgrainstoneで¥中期
ベルム紀Murgabianを示すLaose11agigantea， Afghanella cf. te1eshikovaθ， Schubθrte11a (or 
Neofusuh'刀θ'1a)が含まれる.
VV02 :ヴァンヴィエンとカシー(Kasi)の問，国道 13号線の 195.6km地点(N1900ア25.1"，
E 1020 15'51.5"). ドロマイト化しており，化石はみられない.
VV03 :グァンヴィエンとカシーの間，国道 13号線の 180.4km地点(N19006'40.7"，
E 102022'37.6つより 2試料を採集.紹レキ質石灰岩磯岩のブロック(VV03-2)より，後期石炭紀
Moscovianを示すFusuh刀θla，Beedeina， Fusiella?等のフズリナが産出した.
VV04 :ヴァンヴィエンの KhanTham Chang Resort (N18054'38.1"， E102026'44.0")に露出す
る大規模プラットフォーム石灰岩.保存の悪い二枚貝?からなるコキナ石灰岩であり，有孔虫は
みられない.詳細な年代は不明だが，周辺の石灰岩の年代からすると後期石炭紀かベノレム紀と考
えられる.
VV05:ヴァンヴィエン南方数kmにある LaoCement Co.ヴァンヴィエン採石場(N18051'56.9"，
E 102029'30.0")において2試料を採集.bioclastic packstone/grainstoneからなる 1試料(VV05a)
には後期石炭紀Kasimovian頃を示す QuasifusuHna，Tl'l'ticitesが含まれる.一方，有機質黒色
石灰岩試料(VV05b)には有孔虫はみられない.
2・2.プークン(PhouLhoun)北方地域
PK01:国道 13号線の 271km地点の BanPha Kheng Yai (N19029'48.6"， E102024'47.8")で採
集.れlbiphytesを含む泥質石灰岩だが，方解石脈が多数発達しているため微岩相の詳細は不明.
PK02 :国道 13号線の 271.4km地点(N19029'32.3"，E 102024' 45.0")で3試料を採集.PK02-1 
はレキ質石灰岩， PK02・2は bioclasticp ackstone/rudstone， PK02 -3は bioclasticfloatstone， 
sponge-algae-TubIphytes boundstone. 含まれる有孔虫群集は 3試料ともほぼ同じで，
Pal'afusuh刀acf. kaθnmlZθnsis， Laosθ1a mθthl左uh~ L. cf. gigantea， Schuberte11a (or 
Neofusuh'l1e1a)， A.Tmenina伊haθ'1'a，P1'Iθsuma trina，ぬngchienia，防'utue11aが識J:lIJできた.そ
の年代は， VVOlとほぼ同じ Murgabianと思われるが， PK02の方が若干古し、かもしれない.
PK03:国道 13号線の 262.5km地点(N19027' 47.3円 E102025'30.0")に露出する暗灰色層状石灰
岩(細粒 packstone).有手し虫は産出しないが，岩相の特徴からノレアンプラバン北東に分布する
Viseanあるし 1はSerpukhovianの石灰岩(例えばLP10)に対比できる可能性がある.
2-3.パクレイ(PakLay)南西方地域
PLY08 : Ban Houay Leuk 北方(N17052'55.7"，E101013'10.5")に露出する，たまねぎ状風化が
発達した，火山細屑物に富む細磯混じりの粗粒砂岩.磯としてシュワゲリナ科フズリナが野外に
おいて識別できた.正確な年代は不明だが，少なくとも後期石炭紀Kasimovian以降で，恐らく
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第 1図 北部ラオスにおける炭酸塩岩試料採集地点.
ペルム紀で、はなし¥かと思われる.
PLY09 : Ban Vang Pa 南方(N17056'20.1"，E101012'33.3")の小露頭にみられる磯質石灰岩.野
外では，Daix・lnaあるし¥はRausθritesに類似したフズリナがみられた.野外における同定が正し
ければ，その年代は後期石炭紀 Gzhelian頃と言うことになる.なお，この地点の岩相や含まれ
る有孔虫類は，パクレイの南方，タイ国北東部ロエイ東方の BanNa Din Damに露出する
Gzhelian石灰岩(Charoentitiratand Ueno， 1997; Charoentitir討， 1999MS)に類似している.
2・4.サヤブリ (Sayabouli)周辺地域
PLY14 :パクレイとサヤブリの問， Ban Sa Vathの西方にある石灰岩カノレストタワー南部
CN18040'27.4"， E101033'31.7")より採集.厚く成層した暗灰色石灰岩であり，野外における観察
では Mヲoschwagel初a?，Sumatn刀aが認められたその年代は中期ベルム紀Midianと考えられ
る.
PLY15 :採集地点は BanSa Vath北方， PLY14の石灰岩カルストタワー東側(N18040' 58.8"， 
E101033'55.6") .全体的に灰白色塊状であり，野外では schwagerinids，大型の staffellids，
Pseudodoliolina?， Sumatrina?が識見[Jで、きた.PLY14とほぼ同じ年代の可能性が高い.
PLY16 :パクレイとサヤブリの問， BanNamoとBanNaleの間(N18043'59.7"，E101032'48.1") 
の民家わきに林立するラピエより採集.生砕物に富むpackstone/grainstoneが多いが，やや泥質
の，オンコイド?を伴う石灰岩もある.野外における観察では Praeskinnerellaに似たフズリナ
が認められた.年代は中期ペルム紀の Kubergandian?
PLY19 :サヤブリ市南西約 10kmの， Ban Nam Touan北東約 2kmにある小採石場跡
(N190 12'00.4ぺ E101039'49.2").層厚 50m以上の頁岩ーシノレト岩中に層厚 30・80cmの暗灰色レ
ンズ、状石灰岩Cbioclasticpackstone?)がみられる.野外において有孔虫は識別できなかった.
SB03 :国道 1A号線がメコン川を渡る ThaDeuaの北方， Ban Thong Phiang Vilayの学校裏
にある小石灰岩丘 CN19026'39.0"，E101050'48.4").微岩相は oncoidal-bioclastic 
packstone/ grainstoneであり，原始的な Profusulinella(P. bonaや P.tahlensisに似る)と
Staf1らlaex gr. pseudo弓phaelり'ldeaが産出したその年代は石炭紀後半の Bashkirian後期と考
えられる.
2・5.ノレアンプラバン(LuangPrabang)南部地域
SB05:国道 1A号線沿いの N19031'25.3"，E101056'38.5"地点で採集.灰白色塊状石灰岩であり，
セメントが発達している.二枚貝類の殻のようにも見えるが，保存が悪く詳細は不明.
SB06 :国道 1A号線沿いの BanDan CN19033'47.0"， E101000'03.9")において採集.マイクロ
ーブの卓越する石灰岩中にシュワゲリナ科フズリナ類の破片が認められた.詳細な年代は不明だ
が，後期石炭紀後半あるいは前期ベルム紀の可能性がある.
XN01 :国道 13号線の 346km地点CN19041'46.2"，E102011'58.5")に露出する，厚く成層した暗
灰色泥質石灰岩.微岩本目は細粒bioclasticgrainstoneで，含まれる化石の保存はあまり良くない.
小型有孔虫のゴーストが認められる.
2-6.ノレアンプラバン北東部地域
LP04:国道 13号線の 420.3km地点(N20007'01.3"， E 102017'37.0")に露出するシアーされた石
灰質砂岩・頁岩と不純石灰岩の互層.石灰岩は時に細磯質で" VV03・2によく似る.石炭紀後半
の Moscovian を示す Fusulinella~ Fusulina?， Ozawainella~ EoschubθTtellaのフズリナ類が識別
できた.
LP05:国道 13号線の 420.7km地点(N20007'10.4"， E102017'44.5")に露出する，中磯サイズの
様々な岩相の石灰岩磯を含む石灰岩機岩.炭酸塩プラットフォーム縁辺の崖錐堆積物と思われる.
フズリナ類の破片が産出したが，年代の詳細は不明である.
LP06: :国道 13号線の 459.5km地点CN20021'40.7"，E102023'39.6つに露出する暗灰色一黒色
塊状石灰岩.微岩棺は細粒wackestoneやbioclastic-lithoclasticC?)grainstone である •Eostaffe11a， 
Va1vuline11a?， archaediscids (恐らく Palヨarchaediscuskokt.Jubθnsis) ， endothyrids， 
Endothyranopsi注等の，石炭紀前半の Viseanあるいは Serpukhovian前半を示す有孔虫が産出
した.
LP09 :国道 13号線の 452.2km地点CN20019'09.5"，E102025'46.7")より採集.この地点には，
見かけ上下位から上位へと石灰岩，細粒凝灰岩?とやや珪質石灰岩の互層，石灰岩片を伴う玄武
岩質火山砕屑岩，石灰岩，凝灰質頁岩が露出する.試料は見かけ上下位の石灰岩から採集した.
微岩相は粒子密度の高い細粒packstoneで，チューブ、状石灰藻類(? )に富む.年代は不明.
LP10:国道 13号線の 449.5km地点的20018'08.7"，E102025'36.4")に露出する暗灰色塊状石灰
岩.国道 13 号線の 446~450km 関に分布する巨大な石灰岩体の北縁に相当する.微岩相として
は， bioclastic grainstoneや bioclasticpackstoneが卓越する.石炭紀前半の Viseanあるいは
Serpukhovian 前半を示す ~LxhaedÍscus karren~ Neoarchaediscus?， endothyrids，λ([ediocrIs等
の有孔虫が産出した.
LP11 :前述の， 446~450km 間に分布する巨大な石灰岩体の南縁、に相当する，国道 13 号線の
Ban KiadとBanHadpang間， 446.6~446.9km CN20017'17.2"， E102025'00.4づに露出する塊状
一厚く成層した暗灰色一黒色石灰岩.日本の鬼丸石灰岩を妨併とさせる.約 230m程のセクショ
ンから計 21試料を採集. 子予P察的な検討では Para沼妥a幻rc.企畑'haeθdめ1釘}旨注3ヲ却'cωC
M必台dil必ocα'17お}汐ヲ等の有孔虫類が認められた.また ， Caninel1aあるいは Caninophyllun と
Siphonodendronといった単体，樹校状群{本サンゴが産出した(サンゴの同定は南京地質古生物
研究所の王向東博士による).これらの産出化石より， LP11の石灰岩も LP06，LP10と同じ石炭
紀前半の Viseanあるいは Serpukhovian前半と考えられる.
LP14 :国道 13号線の 425.4km地点CN20009'03.0"，E 102019'09.9つには，炭酸塩プラットブオ
ーム縁辺の斜面相に相当する，石灰質夕一ピダダ、イトや土石流堆積物(石灰岩磯岩)からなる大規
模な露頭がみられる • Fu.印 hi刀1θ1aや Ozawain刀2θe11aとし¥つたフズズ、リナ類がみられることから，そ
の年代はVV03やLP04と向じ後期石炭紀Moscovianと考えられる.
LP15 :国道 13号線の 456.6km地点， Ban Nahamの西CN20020'48.5"，E102024'57.2")で採集
した.若干シアーされた賭灰色石灰岩.検討は魅了だが，岩相の特徴から恐らく近傍に露出する
前期石炭紀石灰岩の一部と考えられる.
LP18 :国道 13号線の 415.3km地点， Nam Ouに架かる有料橋の南端CN20005'02.7"， 
E 1020 16'05.5")にある巨大切り通しやや溶結ぎみの安山岩質玄武岩の火山砕屑岩.この中に取
り込まれている石灰岩磯を採集.磯質なもの， wackestone， grainstoneなど，様々な岩相のもの
がある.この安山岩質玄武岩はより北東方の前期石炭紀石灰岩 (LP11など)に随伴する枕状溶
岩よりも若いと考えられるが，詳細な年代は不明である.もしこれらの石灰岩磯から年代決定に
有効な化石が見つかれば，この火山岩類の活動年代に対して 1つの制約を与えることになる.
LP19 :ルアンプラバン北東の Pakxuangから東に延びる道路沿いの BanPha Vieng 
CN19059'29.2"， E102023'05.4")において採集した， ウミユリに富む grainstone.野外では，年代
決定に有効な化石はみられなかった.
LP20 :ノレアンプラパン北東の Pakxuangから東に延びる道路沿いの BanNam Bo北西
(N19057'04.6"， E102026'17.3")において採集した，弱く再結品した石灰岩.化石は含まれていな
2・7.ウドムサイCUdomXai)北西地域
LNT01 :ウドムサイーナテウィCNaTeuy)間の国道 13号線にある BanKoulong (N20050'09.0"ヲ
E 10 1050'53.9つに露出するマール質石灰岩.ここでは，層厚約 75mの，泥質石灰岩一石灰質泥岩
主体のセクションがみられる.また，火山砕屑物に富む層状砂岩も挟まれる.採集した石灰岩試
料には Halobiaあるいは Daonella様の二枚貝類が含まれる.岩相や化石の特徴から，タイ北部
のPhraeBasinに分布する三畳系に対比できる可能性が高い.
LNT03 :ウドムサイーナテウィ間の国道 13号線上， Ban Koulongと BanKeuochebの間
(N20051'06.6"， EIOl049'10.0")に露出する塊状石灰岩.やや機質な部分もある，
wackestone/packstone. LNTO 1と同じ岩本目ユニットの可能性がある.
LNT04 :ウドムサイ-ナテウィ間の国道 13号線上， Ban Keuochebの数百 m ナテウイ寄り
(N20052' 13.8"， E 10 1048'04.9").葉理のあるシノレト岩主体の露頭中の，やや砂質な石灰岩薄層.
野外において化石は認められないが，岩相の特徴から LNT01と同じ岩相ユニットのものらしい.
LNT05 :ウドムサイーナテウィ簡の国道 13号線上， Ban Nam Ventayの数百m ウドムサイ寄
りにある塊状石灰岩巨大カルストタワーの，かなり大規模な採石場(BanNa Thong採石場)
(N20053' 10.2"， E 10 1046'55.5").セメントの良く発達した塊状石灰岩が主体であり，生物礁前面
のセメントストーン相堆積物に似る.コケムシ，石灰藻，石灰質カイメンを含む.ベルム系の可
能性があるが，年代の決め手になる化石は見つかっていなし、-
LNT08 :ウドムサイーナテウィ間の国道 13号線上の BanNamphang Yaiにある道路沿いの露
頭(N21000'57.0"，E101039'52.3").頁岩中に挟まれる，化石片に富む磯質石灰岩. 日本の鳥ノ巣
石灰岩に見かけが似る.年代は不明だが，少なくとも古生界ではなさそうである.
LNTl1 :ウドムサイーナテウイ聞の国道 13号線上， Ban Houay Onの約 1kmナテウイ寄りの
地点(N20055'38.0"，E 10 1045' 18.9")にある小石灰岩丘.石灰岩は全体的に泥質で，野外での観察
で、はマイクローブ様の組織が確認できた.年代は今のところ不明.
LNT12 :ワドムサイーナテウイ間の国道 13号線上の BanNa Xay (Na Thong) (N20052'42.0"， 
E101047'36.1")に露出する，成層した暗灰色不純石灰岩.約 12mのセク ションから 3試料を採集.
全体が生砕物に富み，一部ではウーイドが卓越する.この地点の北西方数 kmにLNT05の灰色
塊状石灰岩からなるカノレストタワーが見えるが，両者の関係は不明である.岩本目の特徴からする
と，むしろ南東側に露出する， LNT01， LNT03， LNT04と同ーのユニットに含まれるものかもし
れない.
2-8.ノレアンナムタ(LuangNam Tha)南西地域
LNT09 :ルアンナムターフェイサイ(XuayXai)聞の国道 3号線，フェイサイから 136.9km地点
(N20044'34.1"， E101011'26.0")にある石灰岩採石場.この採石場は巨大なカルストタワーの北側
に位置する.方解石脈の多い灰色塊状泥質石灰岩で，野外における観察で、はマイクロープに富む
一方，骨格粒子に乏しい.年代は不明.
LNTIO:ルアンナムターフェイサイ関の国道 3号線， Ban NamoとViengPhoukha間.道路
から北倶IJに数百m 入った地点(N20041'15.1円， EIOl004'33.0")にラヒ。エが点在.LNT09と同じユ
ニットに属する石灰岩のようだが，一部では ooliticgrainstoneもみられる.小型有孔虫を含む.
年代はいまのところ不明.
2-9.パクベン(PakBeng)地域
PB06:国道2号線のパクベンとムアングホン(MuangHoun)の間にあるカルスト化した石灰岩
(N19058'37.7"， E101016'26.0")において採集.泥質石灰岩(wackestone，packstone)主体で、あり，
大型の二枚貝様化石が含まれている.年代は不明だが，中生代以降の可能性が高い.
3. 後期古生代石灰岩の岩相と有孔虫群集に基づく北部ラオスとタイ北東部の対比
試料を採集した 39地点のうち，これまでに 18地点について年代を検討することができた.これ
らは，岩本Bおよび有孔虫群集(主にフズリナ群集)の特徴をもとに，前期石炭紀(Visean-Serpukhovian)， 
後期石炭紀前期(Bashkirian-Moscovian)，後期石炭紀後期および前期ペルム紀(?)，中期ぺノレム紀の4
時代に便宜的に区分することができる(第2図)• 
タイ
ラオス
100km 
o Middle Permian 
• 
• 
Laterst Carboniferous (Kasimovian-Gzhelian) and probably Early Permian 
Early Late Carboniferous (Bashkirian-Mos∞vian) 
Early Carboniferous (Visean-Serpukhovian) 
第 2図 北部ラオスおよびタイ国北部における後期古生代有孔虫群集の分布.
前期石炭紀石灰岩は大規模なフ。ラットフォームを形成しており，ノレアンプ。ラバン北東方に広く分布
する.また，プークン北方のPK03t，有干し虫は産出しないものの岩相の特徴から前期石炭紀石灰岩
に含められる可能性が高い.これらの石灰岩は厚く成層した暗灰色石灰岩であり，特にルアンプラバ
ン北東のものは有孔虫を多産する.また，この石灰岩の近傍には玄武岩類も広く露出している.この
年代の石灰岩は，タイ国北東部ではロエイ(Loei)北方やペッチャフ守ン(Phetchabun)西方といったイン
ドチャイナ地塊西縁部で、のみ知られている(Fontaineet al.， 1981， 1983， 1991) (第2図).特にロエ
イ北方では，前期石炭紀石灰岩の近傍にやはり玄武岩類(デボ、ン紀?)が露出する(Chairangseeet al・3
1990). 
後期石炭紀前期の Bashkirian-Moscovianの石灰岩は，サヤブリ北東方(SB03)，パンビエン北方
(VV03) ，ノレアンプラパン北東方(LP04，LP14)で見られる. このうち，ルアンプ。ラパン北東方のもの
は石灰質ターピダイトや土石流堆積物からなる大規模なフ。ラットフォーム斜面堆積物である.同様な
堆積物は，バンピエン北方でも認められる.この時代の石灰岩は，タイ国北東部で、はロエイ地域にの
み分布する(Igo，1972; Vachard， 1990; Ueno et al.， 1994， 1996) (第2図)• 
後期石炭紀後期(Kasimovian-Gzhelian)および前期ベノレム紀(?)の石灰岩は，パクレイ南西方
(PLY08，09) ，ルアンプラパン南部(SB06)，バンビ、エン(VV05)で、確認で、きた.このうち，パクレイ南
西方のp 砕屑岩中に挟まれるレキ質石灰岩はp タイ国北部ロエイ地域のBanNa Din Damものと産
状および含有化石が類似する CCharoentitiratand Ueno， 1997 : Charoentitirat， 1999MS). また，
この年代の含フズリナ炭酸塩岩は，タイ国北東部では特にロエイ周辺地域で広く分布することが知ら
れている (Igo，1972; Ueno et al.， 1995; Charoentitirat， 1999MS， 2002MS; Fontaine et al.， 2005). 
中期ベルム紀石灰岩は，パンピエン，プークン，サヤブリ南方に広く分布する.いずれも，現在は
巨大なカルストタワーを形成している大規模プラットフォーム石灰岩である.産状と化石構成から，
この石灰岩はタイ国インドチャイナ地塊西縁に広く分布するサラブリ石灰岩(lateEar・ly~Middle
Permian)~こ対比可能で、ある(例えば Charoentitirat， 2002MS) . 
4. タイ北部からラオス北部にかけての地体構造に対する意義
タイ国北部ではy インドチャイナ地塊とその西のスコタイ帯(ペルム一三畳紀の島弧)とを境する
構造線として，ナンーウトラディ縫合線が知られている.この縫合線は，これまで長らく東南アジア
におけるパレオテチス海の主要な収束域と考えられていたが(例えばMetcal丸 1999)，最近の研究
ではインドチャイナ地塊とスコタイ帯との間に存在した背弧海盆の閉鎖域と捉えられるようになっ
てきている(Ueno，1999;上野・久田， 1999).いずれにせよ，このナンーワトラディ縫合線がラオス北
部，さらにはその北方へどのように延長されるかが，タイ国北部からラオス北部にかけての地体構造
を考えるときの基本的な問題となる(原ほか， 2005). この縫合線は，一般にはそのまま北東に延長
され，ラオス北部を横切り，ベトナムへと延びると考えられている (Metcalfe，2002). このシナリ
オでは，インドチャイナ地塊と中国雲南の思茅地塊は，ナンーウトラディ縫合線の北東延長によって
分けられた独立した地塊ということになる.一方Ueno(1999， 2002)は，雲南とタイ国主要部との地
体構造の比較(類似)から，ナンーウトラディ縫合線はラオス北部を北上し，雲南の思茅地塊(イン
ドチャイナ地塊の延長部)と臨j倉地塊(ベノレム一三畳紀の島弧)の間にある瀦治江縫合線へとつなが
るという考えを示している(第3図)• 
今回ラオス北部で得られたデータは， 1)ルアンフ。ラパン北東方地域は地体構造の点ではインドチ
ャイナ地塊に含まれる， 2)ノレアンフ。ラパン北東方，プークン，バンビエンの後期古生代炭酸塩岩と
その化石は，ロエイ地域のものとの結び、つきが極めて強い，という 2点を明確に示している.二のこ
とは，タイ北部からラオス北部にかけては基本的にインドチャイナ地塊西縁に沿う南北性の地体構造
が本質であることを意味する.また今回の調査では，従来の研究でナンーウトラディ縫合線の延長と
されていたパクレイやノレアンプ。ラパンで、は，積極的に縫合地警を示す海洋性岩石類あるいはプレート
沈み込みや衝突に関連した変成岩類は確認できなかった.このような岩石が唯一確認できたのは，ル
アンプ。ラパンの西方約 100kmにあるパクベンのメコン)1河床においてであり，そこではタイ国のナ
東つ
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第3図 インドシナと中国雲南西部の地体構造対比 (Ueno，1999に加筆修正) • 
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第4図 東南アジアの地体構造区分試案 (Ueno，2002より)• 
ンーウトラディ縫合線に沿って分布する PhaSom層群の構成岩石に類似した結晶片岩類が見ら
れた.さらに，含放散虫珪質堆積岩類からのデータでも，タイ国北部一ラオス北部一中国雲南西部と
しづ南北性の地体構造の延びが考えられている(鎌田ほか， 2005). 
このように，今回得られたデータはp ナンーウトラディ縫合線の延長に関してそれがラオスを
通りベトナムへと抜けるものではなく，基本的にはラオス北部を北上し，雲南のj関治江縫合線へ
と延びるという考えを支持する(第4図上ただし，この縫合線が雲南西部へと単純に北上するの
か，それともタイ国主要部西部のスリーパゴ、タ守断層(ThreePagoda Fault)やメーピン断層(Mae
Ping Fault)のようなインドの衝突に関連したより新期の北西一南東系の断層によりオフセットさ
れるのか，今のところは明らかでない.この問題の解決は，今後の北部ラオスでの調査に委ねた
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(Lower-Middle Carboniferous) 企omNortheast Thailand. Geol. Jahlて久RθI五eB，73， 91・109. 
「チャートの時空分布と岩本自から見た地帯構造区分J-陸槻チャート vs.遠洋性チャートー
鎌田祥仁
1990年代以降タイ国における珪質堆積物，特にチャートから放散虫化石が報告されるようにな
り，インドチャイナ地塊とシブ、マス地塊の間に発達したテーチス海の形成年代と閉塞年代，さら
には現在のテーチス堆積物の分布に基づいた地帯構造区分が議論されている.従来，西の、ンブマ
ス地塊と東のインドチャイナ地塊の両者の境界が何処なのかを議論することが多かったが， Barr 
and Macdonald(1991)をはじめとして，上野・久田 (1999)や Ueno (1999)によって両地塊
の間にかつてのテーチス堆積物が広く分布するインタノン帯や火山弧起源のスコタイ帯の存在が
指摘されるようになった.テーチス海の特徴的堆積物である珪質堆積物，特にチャートの時空分
布やその詳細な岩石学的検討は，これらテーチス海の発達史と地帯構造区分に大きく寄与するこ
とが予想される.
これまでに北部 (ChiangMai， Fang， Mae Hong Son， Mae Sariang) ，東部 (SaKaeo) ，半島
部 (HatYai)および、北東部(Loei)の各地域を中心に，チャートの調査を行ってきた(Fig.l-A).調
査は微化石による年代論とともに，周辺堆積物との層位関係，記載岩石学的検討を行った.現段
階で，タイ国に広く分布するチャートについて，岩本目や付随する堆積物および含まれる化石棺か
ら，異なる堆積環境で形成された 2種類のチャートに区分されることが明らかになってきた.以
下にその特徴と分布について報告する.なお，本報告で、は北東部(Loei)については，報告に加え
ていない.
2種類のチャートは， (1)典型的な遠洋性の放散虫チャートと(2 )陸棚性チャートとに区分
できると考えられる.
( 1 )遠洋性チャートは，北部FangやMaeHong Son北部および半島部Yala周辺に分布す
る.いわゆる Fangchertとされているものを含む.これまでにデボン紀中期 (Givetian)から
三畳紀中期 (Anisian)までの放散虫が報告されている (Sashidaet al.， 1993; Sashida and Igo， 
1999; Sashida et al.， 2000; Wonganan and Caridroit， 2005など).これらは層状で灰色，黒色お
よび赤色を呈する層状チャートで，微品質石英および極細粒の粘土鉱物粒子からなる基質中に，
無数の放散虫殻を密に含む.またこのチャートには，シルトサイズより大きい陸源性砕屑粒子が
全く含まれていない.北部の MaeHong Son北方では，泥質岩や砂岩泥岩互層に長径数 mのブ
ロックとして含まれ，波長数mで閉じたシェブロン摺曲が発達することが，東部 SaKeaoでは
玄武岩質溶岩を伴って(Fig.1-B)，一部玄武岩質凝灰岩と互層するなどの産状が報告されている
(Kamata et al.， 2003) . 
( 2 )陸棚性のチャートと考えられる珪質堆積物は，タイ国西縁部を南北に分布し，北部 Mae
Sariang，中部 Chanchanaburi(指田ほか， 1998)，半島部 HatYai地域にその露出が見られる.
タイ国内の場合，その年代は三畳紀中期が多く，一部 Spathianを含んで， Anisian ~ Carnianに
限られる(指田ほか， 1998; Kamata et al.， 2003;鎌田ほか， 2004). これら珪質岩はp 単層厚数
cmで良く成層して，多くの場合，乳白色白灰色を呈する.粘土鉱物粒子と微品質石英粒子の
基質からなるが放散虫殻は前者ほど密に含まない.海綿骨針を多く含まれることがあり，また有
孔虫や貝形虫殻，二枚貝などの炭酸カルシウム殻を含むことで，前者の遠洋性チャートと大きく
異なる(鎌田ほか， 2004).北部MaeSariangや KumYuangで、はハロビアを含む灰緑色頁岩に
付随・漸移するのが確認されている(Fig.1-B).一方半島部HatYai地域ではアンモナイトや有干し
虫を含むベルム系頁岩 (Fijikawaet al.， 2004)の見かけ上位に露出する.
以上の各チャートの産状・鏡下の特徴・含まれる化石相からすると，かなり異なる堆積環境下
で形成されたと考えられる.前者は，陸j原性砕屑物を全く含まない放散虫チャートであることか
ら，いわゆる遠洋性チャートに比較されるもので，デボン紀から三畳紀中期までの堆積期間や，
玄武岩との付随関係、は，それらが広大な海洋堆積盆に堆積したことを示唆していると考えられ，
これら遠洋性チャートはかつてのテーチス海の遠洋域に堆積したと考えることができる.
一方後者は，炭酸カノレシウム殻の化石を含む泥質岩が，その下位および上位に位置し，玄武岩
類が付随する産状は全く見られない.また，チャートそのものに有干し虫や貝形虫，二枚貝などの
炭酸カルシウム殻を含むことが最大の特徴で，遠洋性とは考えにくい.北部MaeSariangやKum
Yuanのチャートはその岩相が HatY:むのものによく類似している.またこれらはマレーシア北
部を占める SemanggolJ蓄の一部に対比される(鎌田ほか， 2004). Semanggol層は層序および
岩相から，比較的静穏なシブマス地塊東縁の陸棚上の堆積物とされおり (Sashidaet al.， 1995)， 
これらチャートもシブマス地塊東縁の陸械域で堆積したと考えられる.
各チャートの分布を Fig.1-Aに示す.遠洋性チャートの分布は北部では海洋海山起源と考えら
れる石灰岩相 (Ueno，2003) と同様の分布域をとる.中部や半島部についてはさらに検討が必要
テーチス堆積物の分布によって示されているインタノン帯 (Ueno，1999)の分布と思われるが，
域に矛盾しない.
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タイ西縁を南北に縦断するビノレマとの国境周辺と，半島部のマ
シブマス地塊を定義づけるダイアミ
一方陸棚棺チャートの分布は，
この分布は，
(Stauffer and Lee， 1986) の分布になぞられるばかりでなく，
“Monodiexodina"の産出地点 (Ingavatand Douglass， 1981;Basir Jasin， 1990) に近
したがってこの陸棚相チャートはシブマス地塊の構成要素と考えることができる.
寒冷性フズリナとして
(Fig.l-A) . レ一時あとの国境付近に限られる
クタイト
知られる
接している.
以上の結果は，タイ国に広く分布するチャートが，すべて一律に遠洋域(深海底)で堆積した
ものでは無いことを示している.詳細な岩相や周辺堆積物などの付随・層位関係を考慮すると少
なくとも今回報告した 2種類のチャート形成場があると考えられ，シフずマス地塊の構成要素とテ
ーチス堆積物との区別が可能であることとともに，その分布から地帯構造区分に大きく寄与する
ことが明らかとなったと考えられる.
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「タイ北部におけるパレオテチス収束テクトニクスの運動像j
原英俊
三畳紀末に起きた東南アジアにおけるパレオテチスの閉鎖は，シブマス(Sibumasu)地塊とイ
ンドチャイナ(Indochina)地塊の衝突により引き起こされた (Metcalfe，1999など)• タイ北部に
て，パレオテチスの収束域であるインドチャイナ・シブマス両地塊衝突領域にて残存する付加コ
ンプレックスに着目し，復元される海洋プレートの沈み込み方向から衝突テクトニクスについて
再検証した.
タイ東部のサケオ・チャンタブリ一地域には，典型的な付加コンプレックス
(SaKaeo・Chanthaburiaccretionary complex)が分布する.この付加コンプレックスでは， 5 
つの構造層序ユニットが認定され，西フェノレゲンツの覆瓦構造が示唆されている
(Chutakositkanon et al.， 2004) .イライト結晶度による古地温度構造解析からは，構造的下位
に向かい変成度が低下する傾向が認められ，付加コンプレックスの上昇過程が議論された (Hada
et al.， in press). 
タイ北西部のインタノン帯 (Inthanonzone)は，パレオテチス起源の海洋性岩石類からなる
衝上地帯として解釈される (Uenoand HIsada， 1999). 主に石炭紀~べノレム紀の炭酸塩岩類か
らなり，一部遠洋性チャートなどを含む混在岩が付随する.この混在岩は，付加コンプレックス
の一部として考えられている.またインタノン帯はスラストを介し，シブマス地塊の構造的上位
へ衝上する.スラストの記載・解析からは，西フェノレゲ、ンツの衝上運動が示された.
スラスト・地質構造のフェノレゲ、ンツから推察される海洋プレートの沈み込みの方向は，サケオ・
チャンタブリー付加コンプレックスとインタノン帯はともに西→東が示される.両地質体とも三
畳紀末にインドチャイナ地塊西縁にて，西→東への海洋プレートの沈み込みによって形成された
付加コンプレックスである.従来ナンーウトラディ縫合帯が インドチャイナ地塊・シブ〉マス地
塊の境界とされパレオテチスの収束域と考えられてきた(例えばMetcalfe，1999) . ナンーウト
ラディ縫合幕には，超塩基性岩類に伴いファーソン変成岩類 (PhaSom metamorphic complex) 
が分布する.ファーソン変成岩類は石炭紀からベノレム紀の付加コンプレックスを起源に持ち，東
フェルゲ、ンツのスラスト・摺曲が示され，その海洋プレートの沈み込み方向は東→西が示唆され
ている (Singharajwarapanand Berry， 1993，2000). Ueno and Hisada (1999)では，ナンー
ウトラディ縫合帯をインドチャイナ地塊とスコタイ帯(ベノレム紀-三畳紀の島弧)との間に発達し
た背弧海盆の収束域と考えられている.ファーソン変成岩類で認められる東フェルゲ、ンツの構造
は，沈み込みに伴う変形ではなく，背弧海盆の収束・閉鎖によるスコタイ搭(島弧)のインドチ
ャイナ地塊(大陸)への衝突・衝上運動の可能性がある.
「タイ北部を代表する古地磁気学的データの取得j
宇野康苛
タイに分布する後期古生代~後期中生代の信頼可能な古地磁気データの獲得を目的として，タ
イ北部のロエ一周辺地域を調査地として古地磁気試料採取を行った.ここから得られる古地磁気
データは，タイ主要地塊(インドシナ・ブ口ツク)から得られるデータの期待値と考えることが
できる.ロエ一周辺地域に分布する石炭系，石炭-ベルム系，ベルム系，ジュラ系，および白亜
系の計 7地点から古地磁気測定用の試料が採取された.
ロエ一地域から得られた全てのサンフ。ルに対する段階熱消磁実験を行い，超伝導磁力計を用い
て試料の自然残留磁化を測定した結果，これらの試料の多くは北向き偏角，旦つ，中庸な正伏角
の残留磁化成分の方向を保有することが明らかとなった.ロエ一地域における地心双極子から期
待される地球磁場の方向は，偏角-0.70 ・伏角 22.00 であり，本研究において観測された磁化方
向に大変近い.このことから，ロエ一地域の後期古生代~後期中生代の堆積物は，現在の地球磁
場による二次的な磁化成分を持っていることが明らかとなった.岩石の形成時に獲得した磁化で
ある「初生磁化j が本研究の試料から見出だされるかどうか，今後さらに実験を深めていく予定
である.
これらの試料に対する岩石磁気学的実験の結果，岩石中から検出された磁性鉱物種はマグネタイ
ト(磁鉄鉱)，もしくはへマタイト(赤鉄鉱)であった.石灰岩および泥質岩・シノレト岩がマグネ
タイトを産し，赤色岩がへマタイトを産する傾向にあった.
現在，古地磁気測定，および岩石磁気学的測定を進めており，それらが終了した後，データの信
頼性を議論し，タイのテクトニクス像へと繋げたい.
「タイ北部ロエイ地域におけるべノレム紀アンモナイト類j
藤)!I 将之
はじめに
東南アジア地域 特にインドシナ半島を中心とする地域には古生界が広く分布する.多くの地
域では植民地支配の歴史的背景があり，様々な分野に於し 1て欧州各国による独自の調査・研究が
行われてきた.それらの研究は断続的・不定期ながらも現在に至るまで何らかの形で行われてお
り，東南アジア地域の学術的発展に貢献している.
タイ国では 1920年 Reedによる軟体動物化石の報告を皮切りに様々な化石が研究され，現在
ではボルネオ島，チモーノレ島などと共に東南アジアを代表する化石産出地域として国内外を問わ
ず多くの研究者の注目を集めている.しかしながら古生代頭足類については rPal柱。凶ologievon 
Timor Jや rGeology and Palaeontology of Southeast Asia Jなどで編集された総合研究を|徐
き，研究・報告が少ない.このことは古生代後期におけるテチス海やゴンドワナ古陸，その他の
陸塊の変遷などを論議するうえでも，またアンモナイトによる詳細な層序が確立している欧米地
域などとの生物層序学的な比較検討のうえでも重要な問題であり，古生代頭足類についての基礎
的研究の充実は今後の東南アジア地域の古生物学にとってきわめて重要であるといえよう.
ロエイ地域では Pitakpaivanet aよ(1969)によりベルム紀アンモナイト類Agathicθrasaf. 
SUθSSlが記載されて以降， Ishibashi et a1. (1996)により Agathiceras af. suess1: Propinacoceras 
sp.， Artinskia 10θ'lenS1S，乃'opern刀itesboesθ1: and Popanocθras sp.が記載報告されるまで，殆
ど注目されることが無かった.その後， Zhou and Liengjarern (2004)によりベルム紀前期のア
ンモナイトが再検討され，タイにおけるペルム系下部の生物層序学に貢献することとなった. し
かし，そのいずれもが EもertFormationのshalebedからの産出であり，また産地もほんの数
箇所の石切り場に限られていた.近年， Fujikawa and Ishibashi (2006)により，ロエイ北西部
に分布する NamMahoran Formationの石灰岩露頭よりぺノレム紀初期のアンモナイト 2属
MetapθI刀刀ites?sp.と Agathiceras sp.が採集され，報告・記載されているが，その保存状態
は必ずしも充分ではなく，新しく産状の良い化石産地の開拓と合理的かつ系統的な実地調査が急
務である.
本研究における成果
ロエイ周辺に分布するべノレム紀の地層 E-LertFormationより産出するベルム紀前期アンモナ
イト化石を研究対象とした.産出地点はロエイ市郊外に点在しており分布する地層の走行方向に
ほぼ沿った形で南北に伸びている.本調査においては以下の三地点よりアンモナイト化石を得た.
PCL04 (Ban Nam Phu) ， PCL19 (lkm south ofPhu Fai)， and PCL20 (Ban Thin) 
前述のようにこの地域のアンモナイト化石研究は非常に稀であり，殊に E-LertFormationか
らのものは Pitakpaivanθtaよ(1969)，Ishibashi et aよ(1996)，そして Zhouand Liengjarern 
(2004)のみである.本研究では PCL04，PCL19の2地点よりアンモナイト化石を得ているが，
これは初の産出例で、あり，極めて限られた産出のみを示す大型化石にあっては露頭の新たな発見
そのものが有意義であるといってよい.また， PCL04において 3層準， PCL19において2層準
の密集層を記録しており，放散虫データとの比較照合により，より詳細な地質時代解明，海洋環
境の復元が期待される.
PCL04における第二層準 (AM2と命名している)からは，これまで、にベルム紀前期のアンモ
ナイト化石として報告されている AgatJlIcerassp.， Propinacocθras sp. or Bamyaniceras sp.の
他、新たに異なる形質を持つアンモナイト化石が確認・採集されている.現在その分類学的研究
の途上にあるが タイ国のみならず東南アジアでも初の報告例となる可能性は充分にある.さら
には，新種である可能性も否定できないなど，本研究で得られたアンモナイト化石についての成
果は大きい.
今後の展望
依然として基礎データとなるべきアンモナイト化石の産出報告例は属種数，産出土也とも非常に
限られており，継続的な調査・研究が必須といえる.ただし，これまでの成果を最大限に用い，
放散虫や有孔虫などとの比較検討により得られるであろう知見は少なくなく，今後の地球史解明
にも大いに貢献していくであろうことは間違いない.
引用文献
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「タイ東北部の LoeiSutureから発見された玄武岩質砂岩に含まれる砕屑性クロムスヒ。ネノレj
奥津康一
はじめに
近年， Charusiri et al. (2002)は，タイ北部において， IndochinaとShan-Thaiの荷ブロックの
問に新たに2つのブロック (NakhonThai BlockとLampang-ChiangRai Block)を定義した.
Lampang-Chiang Rai Blockは沈み込み帯を伴った火山弧的なブロック， Nakhon Thai Blockは，
Indochinaの沈み込み地帯とされている.これらのブロック間の 3本の境界は，西からそれぞれ
Chiang Mai suture， Nan suture， Loei sutureと呼ばれている.
タイ北東部の LoeiSuture沿いには，シルル紀からデボン紀の緑色片岩相の変成岩類が広く分
布している.これらの源岩はパレオテーチスの沈み込みによってはぎ取り・付加された堆積物，
もしくは火山弧の堆積物で、あると考えられている(Charusiriet al.， 2002).また，これらの変成岩
類は蛇紋岩類を伴うことが知られている. 2つの蛇紋岩体が Loeisuture沿し1から見つかってお
り，一つはPakChomの東方約20km (Chairangsee et al.， 1990)，もう一つはNongBua Lamphu 
Nong Bua Lamphu 北東の蛇紋岩露頭から，
この玄武岩質砂岩に
周囲の蛇紋岩や砕屑岩類に含ま
本報告では，
また，
今回新たに，
玄武岩片や蛇紋岩片を主な構成粒子とする砂岩が見つかった.
含まれる砕屑性クロムスヒ。ネルの化学組成の検討を行う.
れる砕屑性クロムスヒ。ネノレとの関係について議論を行う.
の北東約 40kmに分布するCFig.1). 
試料採取地点周辺の岩石とクロムスヒ。ネノレ
Loei suture沿いには，蛇紋岩が 2つの地点に分布する (Fig.1) .これらの蛇紋岩体はシルル紀
の変成岩類に伴われる CChairangseeet al.， 1990). 変成岩類はコーツァイトと千枚岩からなり，
南北方向に延びた分布を示す.
Loc. 1の蛇紋岩体 CFig.1)は，激しく努断されており，
ぼクリソタイルもしくはリザノレダ、イトであり，
蛇紋石はほ一部は明瞭な片理をもっ.
初
白形を示すも
一部アンチゴライトを含むものも認められる.
クロムスヒ。ネノレはほぼ不透明で，生的な鉱物はクロムスヒ。ネノレのみが認められる.
のが多い.一部の蛇紋岩にはカンラン石斑品の仮像と火山岩の石基の組織をもつものが認められ
る.蛇紋石の組織やクロムスヒ。ネル形から， Loc.1の蛇紋岩の源岩は，ダナイトとピクライト(ま
であると考えられる.
Loei地域地質図.
Mineral 
(1999) を編集.
Loc. 1と2は試料採取地点
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非常に努断を受けた蛇
カ一部はクロムスヒ。ネノレのみならず，
ほぼ勇断を受けていない塊状蛇紋岩のレンズが 3
塊状蛇紋岩は比較的新鮮であり，
Loc. 2 (Fig. 1)では，
紋岩の中に認められる.
ンラン石，斜方輝石，単斜輝石も変質せずに残存している.クロムスヒ。ネルは不定形で、ある.源
岩はハノレツバーガ〉イトである.また， Loc. 2には源岩がダナイトであると考えられる蛇紋岩の転
石もみられる.
玄武岩質砂岩は，風化が進んだ塊状のブロックとして Loc.1の蛇紋岩露頭周辺の土壌中から見
つかった.ブ口ックの底径は少なくとも 30cmはある.この砂岩は蛇紋岩露頭に非常に近いとこ
ろに露出していたものと考えられ，露頭の状況から，努断された蛇紋岩中のブロックであったも
のと思われる.
玄武岩質砂岩は，粗粒，塊状で淘汰が悪く，極細磯も含む.砕屑粒子は中程度に円磨されてお
り，ほとんどが玄武岩片もしくは蛇紋石からなる.砕屑性クロムスヒ。ネルを含む不透明鉱物も含
まれるが，その他の重鉱物は見つかっていなし¥玄武岩質砂岩中の砕屑性クロムスヒ。ネルは，ほ
とんど円磨されておらず，多くが自形を示す.多くの粒子が不透明であり，一部は暗赤褐色を呈
する.粒子の直径は 0.07'"'-'0.59mmである.
玄武岩質砂岩中の砕屑性クロムスヒ。ネルの化学組成を，筑波大学研究基盤総合センター設置の
EPMA (JXA8621 Super Microprobe; JEOL)を用いて分析した.分析を行った砕屑性クロムスピ
ネルは 75粒子である.分析ではそれぞれのスヒ。ネル粒子のコアを測定した.同時に， Loc.lと2
の蛇紋岩類についても同様にクロムスヒ。ネノレの化学組成を測定した.玄武岩質砂岩中のクロムス
ヒ。ネノレは，高 Cr#およびやや高いTi02wt%とFe3+:#で、特徴づけられる.蛇紋岩中のクロムスピネ
ノレは， Loc.lのものがやや高いcr#， Ti02 wt%， Fe3+:#で、特徴づ、けられ， Loc.2のものが低い Ti02
wt%， Fe3+:#と中程度のcr#で、特徴づ、けられる.
玄武岩質砂岩と蛇紋岩の起源
玄武岩質砂岩は，玄武岩片と蛇紋石から主に構成されている.砂岩は激しい風化を受けており，
蛇紋石粒子が玄武岩起源かカンラン岩起源かを判別するのは困難である.もし蛇紋石粒子が玄武
岩起源であるとすれば，この砂岩の砕屑粒子はカンラン石玄武岩もしくはピクライト質玄武岩か
ら主に供給されたことになるが，蛇紋石粒子がカンラン岩起源であれば，この玄武岩質砂岩は玄
武岩とカンラン岩の両方から供給された可能性もある.本砂岩は石英などの粒子を含んでいない
ことから，供給源である玄武岩もしくはカンラン岩のごく近傍で堆積したのであろう.
砕屑性クロムスヒ。ネルの化学組成は Loc. 1のダナイトとどクライトを源岩とする蛇紋岩にふ
くまれるスヒ。ネルの一部と，非常によく似ている.従って，玄武岩質砂岩中のクロムスヒ。ネノレは，
Loc. 1の蛇紋岩と共通の起源を持つ可能性が高いと考えられる.一方， Loc.2に分布するハノレツ
ノくーガイト起源の蛇紋岩に含まれるスヒ。ネノレと似た砕屑性クロムスヒ。ネノレは見つかっていなし¥
従って，玄武岩質砂岩が堆積したときには， Loc. 2の蛇紋岩はまだ定置していなかったか，砂岩
の後背地の外に露出していたと考えられる.現在は Loc.lとLoc.2の蛇紋岩は互いに近接してい
るが，異なる起源・定量時期を持つ可能性がある.
玄武岩質砂岩およびLoc.lの蛇紋岩中の砕屑性クロムスヒ。ネノレは，高cr#およびやや高いTi02
wt%と Fe3+:#で、特徴づ、けられる.このような特徴は，火成弧マグ、マ起源のスヒ。ネノレに特徴で、きで
あり， Arai (1992)のCr#-Ti02図において ほとんどの粒子が島弧のクロムスヒ。ネノレの領域iιこフ。
ロットされる.玄武岩質砂岩のクロムスヒ。ネルおよびLoc.lの蛇紋岩の源、岩は，島弧のセッテイ
ングにて形成されたものと考えられる.
一方， Loc. 2の蛇紋岩に含まれるような組成のクロムスヒ。ネルを含むハノレツバーガイトは，大
洋底，背弧海盆，前弧域などのセッティングに見られる.従って，クロムスヒ。ネノレの化学組成の
みからは， Loc.2の蛇紋岩の源岩が形成されたセッテイングを判別することは密難である.今後，
蛇紋岩の定置の意義について考察を進める予定である。
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Abstract 
Proposed Ph.D Dissertation 
By Montri Choowong 
The dissertation title “sedimentary facies of sea-Ievel changes along the Gulf of 
Thailand" wil focus on coastal sedimentological analysis， paはiculaけythe lithofacies of 
sediments deposited during the Quaternary sea-Ievel changes along the coastal 
lowland area in the Gulf of Thailand. Sedimentary facies along Chanthaburi coastal area， 
the eastern pa吋 ofthe Gulf wil be analysed in terms of its physical characteristics， 
facies， sedimentary structures based upon system tract concept Some other relat号4
coastal sedimentary faci~s from other coastal areas wil be includ~d in order to mak~ the 
comparisoηancJ correlation. The oceanographic factors controlling the mode of G0astal 
sediments， e.g. how sediment transported during the fluctuation of the sea wil be 
discussed. The approach wil begin with the precise classification of coastal landforms 
from satellite and remote-sensing data， identification of sedimentary facies based upon 
lithologic classification from dril holes and the analysis of suppo而ngevidence of sea-
level changes. The detail field observation in sedimentary facies is the most significant 
approach to take into consideration in this dissertation. The outcome is expected to 
reveal sedimentary facies of coastal sediments in relation to sea-Ievel changes，. 
Geometrical model showing how sedimentary facies and coastal geomo巾hologyrelated 
to each other during the Quatemary wil be Gonstructed. The thesis structure wil ee 
divided into 4 pa吋sas follow: 
Part I (introduction) wil explain a relevance of thesis， objectives， output and 
outcomes， methodology and the geographical description of the study area. The most 
important section of part I isthe description of thesis approach to see what data to be 
used and detail methodology. 
Part 1 (result) concerns only al results of the dissertation， specially results from 
geological classification of coastal landfoJin， identification of each coastal sedimentary 
faciesfrom fieldwork (both from mapping anddrilling). 
Part 1 (discussion and analysis) involves the analysis and correlation of 
sedimentary facies from data available in part 1， discusses on what the oceanographic 
factors controlling the mode of sedimentary deposition， analysis of additional evidence 
of sea-Ievel changes. The facies model with episodic evolution in relation to sea-Ievel 
changes wil also be the main part of this discussion. 
Part IV (conclusion) wil focus on the outcome of thesis and also give some 
concluding remarks and application of the thesis to some other related fields. 
Re手earches、rel.atedto this dissertation plan include the study on evolution of 
coastal landforms along the Gulf of Thailand and the Andaman Sea that has been 
carried out during 2002-2003， sponsored by Chulalongkom University. The final 
outcomes show general classification of coastal landforms particulaけyconcem with the 
Holocene sea-Ievel changes. A tentative sea-Ievel curve for Thailand has been revised. 
The new tentative sea-Ievel curve shows a li社ledifference from the Iiteratures. However， 
the new sea-Ievel curve is expected to propose in this dissertation. Current research On 
the study in change of palaeo-shoreline in Thailand (2004-2005) wil suppo吋themore 
precise data of sedimentary facies from other coastal areas as well. 
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E-mαil: montri⑥geo.sc. chula. ac. th 
ABSTRACT 
This paper discusses an assessment of evidence of sea-level changes in explaining the evolution of the coasta! 
plain from the Gulf of Thailand. The discussion is preceded by a review of the published literatures relevant to the 
study of the geomorphology and sea-level changes in the Gulf of Thailand. The literatures concluded that the 
evolution of the coastal plain of the Gulf ofThailand responded to a relative change in sea level in particu!ar during a 
rapid rising of the sea in the early Holocene. In this paper， the discussion is aimed to evaluate evidence of sea幅level
changes preserved on the coast of the Gulf of Thailand including geological and biological features. Geological 
indicators are sea notches， sea caves and arches， platforms and beaches with weathered feature such as honeycomb 
structure， former tidal f1ats and salt marshes， and relict barriers. Biological indicators include palynology， fosil 
crabs， shell fragments and peats. A result of evaluation shows that evidence of sea“level changes provides precise 
scientific key and helps in explaining coastal evolution in this area. The morpho!ogy of coastal !andforms， 
depositional stratigτaphy of the coast and AMS dating， alcontribute to explain the history of coastal evolution in 
this paper. These contributions provide the better understanding in evolutionary history of sea-Ievel changes in 
Thailand. 
Key words: Holocene， sea-level changes， the Gulf ofThailand， geological indicators 
INTRODUCTION 
The prime objective of this paper is to discuss the 
ution of the coastal plain in the Gulf of Thailand， 
ing reliable evidence of sea-level changes. The 
cussion is also based upon data from the published 
and cuπent s印dy regarding coastal 
中hology by the author. Since a number of 
researches on sea-level changes was carried out 
in the Lower Central Plain of Thailand， thus， the 
part of this paper criticizes and summarizes results 
ious studies on the geomorphology and sea-Ievel 
from this low-lying plain. Because the attention 
t been paid previously to investigate geological 
indicators on the coastal plain of the Gulf， 
ion on what are appropriate geological indicators 
level changes is a pa口 ofthis paper. The 
ion is based solely on field observation conducted 
thor. 
re has been equivocal conclusion and a number 
ts regarding sea-level changes in the Gulf of 
from the Iiteratures. For instance， some 
studies deemed that sea-level changes in this 
attributed only to glacio-eustatic cycle during 
lacial Marine Transgression (PGMT) without 
ustrnents (e.g. Sinsakul et al.， 1985; Sinsakul， 
Some argued that isostasy has played an 
additional role in controlling sea-level changes in this 
region (e.g. Thiramongkol， 1986). Other argument 
concerns with the age of the mid-Holocene highstand in 
Thailand and some adjacent coastal areas in Southeast 
Asia (Table 1). These arguments are of the author's 
interest to provide scientific discussion and to approach 
the best understanding in the history of sea-level change. 
However， no attention is made in this paper to investigate 
evidence of tectonic adjustments in this area. 
GEOLOGICAL SETTING OF THE GULF OF 
THAlLAND 
The Gulf of Thailand is a semi-enc1osed sea w:th 
about 800 km long and 400 km wide. The Gulf is a pa口
of Sunda Shelf and is relatively shallow with depth 
ranging from 45 to 85 m， extending to the west of the 
South China Sea (see inset in Fig.l). The basement of the 
Gulf throughout the Lower Central Plain has more than 
1，800 m of Le1ief between the poorly consolidaωd 
Cenozoic sediments and the consolidated rocks of 
PaleozoIc and Mesozoic rocks which formed the margins 
of the Gulf (Achalabhuti， 1976; Nutalaya and Rau、
1981). The exact shape of the Gulfs tloor is uncertain， 
but drilled holes that penetrated to bedrock reveaI types 
of rock basement at depths ranging from 300ゅ1，860m. 
Basement rock complex incIudes shale and limestone， 
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ワークショップ
タイ・ラオスにおけるゴンドワナ北縁地塊衝群衝突の地質学的検証
沿岸のダイナミクス，堆積システムと相対的海水準変動
村越直美(信州大学理学部物質循環学科)
Nearshore Dynamics， Depositional Systems and Relative Sea-Ievel change 
Naomi Murakoshi 
(Dept. ofEnvironmental Sciences， Faculty of Science， 
Shinshu University， Japan) 
はじめに introduction
沿岸域は陸域と海域の境界であり 両地域の環境変動に鋭敏に反応するシス
テムである.すなわち 3 陸域からの堆積物の供給，流れや波などの地形営力，
堆積盆の形態や海水準変動による堆積空間の変化に応じて F 刻々とその姿を変
え，特徴的な堆積システムを発達させる.ここでは，まず(1 )沿岸域ではど
のような堆積プロセスによって堆積物が形成されているか，沿岸のダイナミク
スについて，海岸線の平衡に関わる因子を紹介し， ( 2 )それらの営力の元で
沿岸域に発達する特徴的な堆積システムを，海進と海退という観点から整理し，
さらに(3 )相対的海水準変動にともなった堆積システムの変遷について 3 関
東平野の上部更新統とベトナムのメコンデノレタ周辺の更新統を例に紹介する
(PowerPointの資料あり). 
沿岸のダイナミクスnearshoredynamics 
海岸線は陸と海の境界となっている点で重要である.海岸線を取り巻く沿岸
域には，陸域から海に向かつて，砂丘・湿地-海浜(後浜・前浜)-外浜(上
部・下部)が発達し，堆積物を動かしている営カに応じて，それぞれ特徴的な
堆積相を形成する.
沿岸域のフ。ロファイノレや海岸線の動的平衡に関わるおもな因子は4つある:
1 .堆積物の供給 (sedimentsupply) 
2.相対的海水準変動 (relativesea-level change) 
3. 波浪エネノレギー (waveenergy) 
4.海岸線の位置と形態 (shapeand location of the beach) 
これらの要因によって，海岸線の振る舞いや位置が決まる.
堆積システム depositionalsystems 
沿岸域に発達する特徴的な堆積システムとして F バリア島，エスチュアリ，
浜堤列平野，三角州などが挙げられる.これらの堆積システムは海進一海退現
象と密接に関わって発達する.海進一海退とは，海岸線の動きの水平成分，す
なわち，海岸線が陸側に動くか海側に動くかという違いをさし 海水準の上下
運動を直接云々する用語ではない.バリア島システムは沿岸域由来の堆積物の
再移動によって発達し 外浜侵食によって陸側に移動する.エスチュアリシス
テムは谷地形に海水が侵入した3 いわゆるおぼれ谷である.両システムとも潮
汐堆積物を多く含む.いずれもその発達過程で海岸線の後退を引き起こし(海
退)，海水準上昇時に発達しやすい.浜堤列平野や三角州は堆積物供給量が卓
越する場で発達する.いずれも海岸線の前進をともなう(海退).高海水準期
や海水準の低下期に発達しやすい.
堆積システムが前進するか後退するかはレジーム理論 (Swift& Thorne 
1991)によって説明される.堆積空間/堆積物供給量が， > 1のとき海岸線は後
退し(堆積空間卓越型)， < 1のとき海岸線は前進する(供給卓越型)
棺対的海水準変動 relativesea-Ievel change 
その地点に対して海水準がどのように動いたかによって， 1つの地域で、も発
達する堆積システムが大きく変化することが分かつている.ここでは最終関氷
期前後に形成された上部更新統にみられる例を紹介する.
茨城県に分布する常総台地には，氷河性海水準変動にともなって発達した堆
積物が広く分布している.海進面の下位にみられる海進期堆積物はおもに湾一
谷埋めからなるエスチュアリーバリア島システム3 上位の海退相は浜堤列平野
システムを構成する外洋的な海浜一外浜堆積物からなる堆積物で構成されてい
る.
メコンデルタ東部のドンナイ)I1流域には，中部一上部更新統が広く分布Lて
いる.下部に潮汐卓越型エスチュアリ 3 上部に潮汐卓越型デルタの堆積物から
なるシークエンスが 3つ重なり合っていると考えられる.現在， OSL年代を検
討中である.
Reconstruction of Permian paleogeography of northern and central Thailand 
K. Risada 
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Permian and Triassic radiolarians合ompebbles of a conglomerate distributed in the 
Mae Hong Son area， Northern Thailand 
-Preliminarγreport-
Yoshihito KAMAT A 1， Ken-ichiro HISADA 2， Katsumi Uen03 and Punya CHARUS1RI4 
1 Department of Earth Sciences， Yamaguchi University， Yamaguchi 753-8512， Japan. 
21nstitute of Geoscience， University of Tsukuba， Tsukuba， Ibaraki 305-8571， Japan. 
3 Department of Earth System Science， Fukuoka University， Fukuoka 814-0180， 
Japan. 
4 Department of Geology， Faculty of Science， Chulalongkorn University， 8angkok 
10330， Thailand 
Extended abstract 
1. Introduction 
1t is widely accepted that Southeast Asia is composed of several continental blocks， 
arcs and accretionarγcomplexes， and the origin of the continental blocks is believed 
to be the northern margin of Gondwanaland (e.g. Metcalfe， 1996). 1n the current 
understandings， these continental blocks drifted away from Gondwanaland at 
different times， forming several stages of Tethys and五nallyamalgamated to form the 
Asian Continent. In case of mainland Thailand， ithas been divided geologically into 
two continental blocks， Sibumasu on the western side and Indochina on the eastern. 
1n order to elucidating the process of the dispersal of continental仕agments合om
Gondwanaland， many works have been undertaken. Particularly， radiolarian 
biostratigraphy has contributed to the understanding of geological ages of pelagic 
sediments such as chert and siliceous shale， and the estimation of the ages and 
duration ofthe various stages ofTethys in the last decade (e.g. Sashida et al.， 1993; 
Sashida and 19o， 1999; Kamata et al.， 2002). 
In addition to the direct age determination of siliceous rocks， ithas been pointed 
out that radiorarian specimens are useお1to give some constrains on age control of 
conglomerate. The extracted radiolarians from pebbles provide information to 
consider geologic age and provenance of the radiolarian-bearing pebbles. In this 
viewpoint， several studies have been carried out to infer the sourceland of Mesozoic 
conglomerates， considering tectonic evolution of Japan and East Asia (e.g・， Kamata 
et al.， 2000). Recently， we attempted to extract radiolarians企ompebbles of a 
conglomerate which is distributed throughout Northern Thailand. The conglomerate 
has been believed to be Late Carboniferous， however， we could obtain Permian and 
Triassic radiolarians from the pebbles. 
Our investigating of the conglomerate is preliminarγ， though the occurrence of the 
radiolarians would be of particular importance to consider the stratigraphy around 
the North Thailand. 1n this paper， we wil report the geologic signi五canceofthe 
radiolarian occurrence. 
2. Geologic Setting and study section 
Program and Abstract， Forth Symposium of IGCP Project No. 411， Geodynamic Processes of 
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The location of outcrop corresponds to 168.7 km milepost of highway 1095， about 
30 km northeast of I¥1ae Hong SOl1. The study section here attains to about 15 
meters， and consists mainly of bedded red sandstone and shale. The beds dip 
northerly with 35 degrees. 1n the middle part of this section， chert pebble-bearing 
coarse sandstone bed， 4 m thick， occurs. This bed is overlain conformably by thick 
red shale interbedded with an impure carbonate bed， 10 cm thick， and is underlain 
by black shale with an erosional surface. The black shale intercalates dark green 
五ne-grainedsandstone， 30 cm thick. The upper part of the chert pebble-bearing 
coarse sandstone bed also intercalates veηT fine-grained sandstone to si1tstone， 10 
cm thick. The lithology of pebble， sometimes cobble in size， isexclusively red， green 
and black chert. Chert pebbles are rounded to subrounded. 
According to the geological map of Northern Thailand by Baum et al.， (1970)， the 
constituents of study section belong to the Upper Carboniferous sequence. Later， 
Bunopas (1981) proposed the Doi Kong Mu Formation for an equivalent of this 
sequence consisting of red shale， sandstone and conglornerate. This sequence have 
been dated by conodonts and forarninifers including fusulinoideans frorn lirnestones 
intercalated with the clastic rocks (Hahn and Siebenhuner， 1982). They reported 
Carboniferous (Visean?) smaller forarninifers (Endothyra sp.， LItuotubeJJa sp.， 
A.rchaediscus s'トー TournayeJJasp.， Brunsiina sp.， PJectogyra sp.， EostaffeJJa sp・3
アθtrataxおmθdia)and late Early or Middle Permian fusulinoidea (PsθudomsuJina sp.) 
合omlimestones near the study section. 
3. Radiolarians 
Poorly to moderately preserved radiolarians obtained by acidic treatment of the 
pebbles as follows: Follicucullus scholasticus Ormiston and Babcock， F. porrectus 
Rudenko， F.cf. dilatatus Rudenko， F.sp.， Albaj刀θ'.!laprotolevis Kuwahara， A. sp.， 
PseudoaJbaI刀θt]Ja?sp.， Entacunosphaθ'Fa? sp.，刀プassocampθsp.，
Pseudostylosphaera cf. japonica Nakaseko and Nishimura， P.sp.， Anisicyrtis sp.， 
Staurosplうaera?sp.， }子8θ'mososaturnaJissp.，。θ'ltlj注:po刀♂1SinaθqUIゆ'lnosus
Durnitrica， Kozur and Mostler， O. sp.， FaJcispo刀♂1Ssp. and so on. These 
radiolarians are cosmopolitan and diagnostic species of Permian and Triassic. 
Arnong radiolarian species frorn the pebble_， the genus PseudoalbaI万θ'.!lais known to 
range frorn the Late Carboniferous to Middle Permian. FoJjjcucuJJus schoJasticus 
Orrniston and Babcock is a diagnostic species of the F. scholastIcus Assemblage 
20ne (Ishiga， 1986)， and ranges合ornlate Middle to Late Perrnian (Ishiga， 1986: 
Kuwahara et al.， 1998). F. dilatatus Rudenko and F. porrectus Rudenko were . 
reported frorn the F. scholasticus Assemblage 20ne to 八台oalbai万θt]laornithoforInls‘ 
Assernblage 20ne (Kuwahara et al.， 1998)， which are correlated to the Late Permian. 
The occurrence of Albaj万θt}JaprotoJevis Kuwahara was reported from N 
ornl・'thoformIsto N. optIma 20nes ofthe late Late Perrnian (Kuwahara， 1999). 
Two genera， Triassocampθand んθudostyJosphaθ'Fa，are diagnostic in the Middle to 
Late Triassic and Middle Triassic， respectively. A number of species of the 
-2 -
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Ani<:;jcyrtI.s were reported合omEuropean Tethys of Hungary and Italy， and their 
occurrence is restr、ictedto the late Anisian and early Ladinian. The genus 
Fa]clspon，♂1S was minutely described by Dumitrica (1982)， and its range from 1atest 
Anisian to Ladinian.。θlrtlispongusInaθqUIspinosus Dumitrica， 1くozurand Most1er 
was reported合omnorthern Italy， and is assigned to the lower Ladinian by Kozur and 
Mostler (1994). 
The above-mentioned biostratigraphic data s江ggestthat the pebb1es contain two 
different radiolarian faunas; one is the Late Permian and the other is the Middle 
Triassic. They ref1ect the depositional ages of the source rocks from which the 
pebbles are derived. 
4. Signi五canceof the occurrence of Permian and Triassic radiolarians 
Recently， some of radiolarian occurrences are reported合omNorthern Thailand 
(Sashida et al.， 1993， 2000; Kamata 8t al.， 2002)， and they contribute not on1y the 
age deterrnination and stratigraphy of the Pa1eozoic and Mesozoic but also 
paleogeographic study. 1n these studies， distribution of the radiolarian-bearing 
pelagic strata such as chert and siliceous shale has been clari五ed.Sashida et al.， 
(1993， 2000) discovered Devonian to Middle Permian and Late Permian to Middle 
Triassic radiolarians in the type section of the 'Fang Chert' exposing near the 
Chiang Mai and Chiang Dao area. Kamata et al.， (2002) reported the occurrence of 
the late Early to early Late Triassic radio1arians企oma bedded chert to shale 
sequence near Mae Sariang. Permian to Triassic radiolarian faunas reported by these 
studies are represented by the occurrence of the genera PsθudoaJbaJilθIJa， AJbai刀aJJa
and Triass0 campe. Due to the poor preservation， itis di出cultto compare strictly 
the radiolarian faunas from the pebbles in this study to those from the Paleozoic and 
Mesozoic sequence in the previous studies. Similarity of the dominant genera 
between them， however， implies that the Permian to Triassic chert sequences 
ditributed Northern Thailand are regarded as the possible source rocks of the chert 
pebbles in the study section. 
According to the previous stratigraphic studies， the conglomerate of the study 
section probably belongs to the extension of the Doi Kong Mu Formation which is 
consider to be Upper Carboniferous by Bunopas (1981). And then， itis correlated to 
the Mae Tha Group and Fang Red-beds wide1y extending around the North Thailand. 
As mentioned above， however， the pebb1es ofthe conglomerate include the Late 
Permian and Middle Triassic radiolarians. This indicates that deposition of the 
conglomerate is de五nitelylater than the Middle Triassic. 1n addition， the strata 
exposed in the study section are dominated by various kinds of reddish siliciclastics. 
These lines of evidence may possib1y suggest a close genetical relation between th~ 
reddish siliciclastic strata in North Thailand including those of this study and the 
Khorat Group widely distributed in the Indochina Block of East Thailand. As a result 
of this study， anyway， itis concluded that the geological age and stratigraphy of the 
conglomerate and regional stratigraphy of the Upper Paleozoic to Mesozoic strata 
distributed between Mae Hong Son to Chiang Dao area， North Thailand shou1d be 
reexamined. 
? ?
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PER1位ANRADIOLARIANS FROM THE SA KAEO-CHANTHABURI AREAラ EASTERN
PART OF THAILAND 
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The Sa Kaeo圃Chanthaburisut江ein Eastern Thailand has been evaluated as the extension of the 
Nan-Uttaradit sutぽe.A string of sutures has been considered as a boundary between Sibumasu and 
Indochina Blocks on the western and eastern sides， respectively (e.g.， Metcalfe， 1996)， and has been 
regarded as an essential border line dividing Thailandラsgeology (e.g.ラHadaet al.フ1999).Howeverヲ
the occurrence of highly diversified Late Paleozoic fauna of Tethyan-type such as fusulinacean， is
not in accordance with the scheme proposed by Ueno et al. (1995). We have been studied the 
geology of the Sa Kaeo圃Chanthaburiarea where the Sa Kaeo・Chanthaburisuture is well observed 
and the Paleozoic to Mesozoic sedimentary rocks are widely distributed. Inthis paper， we report the 
occurrence of Permian radiolarians， and brief1y discuss on the tectonic significance of this area. 
The rock assemblages in this area comprise five units企omnorth to south: the Khao Prik， Khao 
Hleam， Ban Nong Bon， and Soi Dao Units and the Pong Nam Rom Formationヲandare composed of 
an accretionary complex. The Khao Prik Unit is determined as a melange consisting of 
serpentinite， basalt and 'limestone. The Khao Hleam Unit is melange characterized by strong 
sheared deformation and complicated structures. The cherts yielding radiolarian occur frequently in 
this unit. The Ban Nong Bon Unit consists mainly of broken formations of sandstone and shale and 
displays chaotic appearance only in several places. The Soi Dao Unit is melange possessing 
blocks四in-matrixstrucぬre.Smal1 exposぽesof serpentinite can be observed in several locations. 
The Pong Nam Rom Formation is made up ofturbidite sequences. 
Ear1y toLate Permian (Asselian to Longtanian) radiolarians have been obtained from chert blocks 
of the Khao H1eam Unit. The faunas are correlative with the Pseudoalbaillela u-forma， P.
lomentaria， Follicucullus monαcαnthus， F.scholasticus-F. ventγicosus， F.chaγveti-Albaillella sp. F. 
asselnblages of Ishiga (1990) and Kuwahara et a1. (1998). The Sakmarian to ear1y Longtanian 
radiolarians were reported in this area (Hada et a1.， 1999; Sashida et a1.， 1997). We could obtain 
newly early Early Permian (Asselian) radiolarians in addition to the previous studies. 
]説InternationalConference on Paleontology of Southeast Asia， October 27・30，2003.Mahasarakham， Thailand 
The Asselian chert is accOlnpanied by basaltic rocks， and IS intercalated with basaltic tuffaceous 
rocks. The evidence of field observation indicates that the Asselian chert conformably overlies the 
basaltic rocks which can be a part of an oceanic cruSt. Based on the fusulinacean and radiolarian 
biostratigraphies， geological ages of block rocks of lI1nestone and chert in this area range from 
Early Permian to Middle Triassic. 
The Sa Kaeo-Chanthaburi and Nan-Uttaradit sutures have been ITlentioned as a remnant of the 
Paleo四Tethysranging froln the Devonian to Middle Triassic (Metcalfe et a1.ラ 1999).Though 
ultramafic rocks such as serpentinite occur along the sutures， Devonian and Carboniferous pelagic 
deposits have not been known as far. For the better understanding of the tectonic significance of 
the sutures， detailed regional geology with radiolarian and fusulinacean biostratigraphies along the 
sutures lS necessary. 
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Chert should be divided into three types based on (1) 
lithofacies， 
(2) fossils included in the chert， 
and 
(3) stratigraphical relationship and association of other 
rocks. 
Type 1: bedded che代Ttighly folded， occur as a block， 
assoc同tedwi出 greenstone.
・variouscolored (black， gray， green， and red) 
.gtossy 
• radiolarians， sponge spicuels 
.occur as a block (be embedded in broken fonnation of alt. 
s.s. & sh. or sheared sh.) 
・associatedwith greenstone 
Type 2:・associatedby calcareous facies. Grade up into 
calcareous shale and partly is interもeddedw愉 micritic
limestone. 
・milkywhrte-pale yellow 
.no glossy 
• radiolarians， bivatves， foraminifera 
.frequently ass∞iated calcareous facies that bearing 
calcareous fossils such as foraminifera， ostracods， and 
bivatves. 
Type3: intercalated w油 clastics.chert layers are 
intercalated with altemation of sandstone and shale. 
• gray to black 
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Chert is one of representative oceanic sedimentary rock. 
Then， spatial distribution of distincted cherts may 
contribute to understand the geologic division. 
From west to east， 
1. chert deposited on continentaJ shelf of Sibumasu， 
2. pelagic chert of T ethyan origin， and 
3. chert from arc/ continental margin 
From their distribution， 
1. boundary between Sibumasu and T ethyan chert is clearly 
recognized. 
2. eastern boundary of T ethyan chert is indicated， too. 
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Typel : 
• siliceous fossils→deeper than CCD. 
・longsedimentation interval (しDev.-M. T吋.)
・associatedwith greenstone. 
• occur as a block 
A huge oceani" imentary basin 
ofP， pr・ 、-
? 
Nature of血eirlithofacies and occ町renceof type 1 chert 
is very similar to J apanese bedded ch釘1.
Type 2: 
・beassociated by calcareous facies 
• grade up into calcareous shale and partly 
is interbedded with micritic limestone 
・bearingcalcareous fossils→shallower than 
CCD 
i 
ntinental shelf where limestone mainly deposited 
astern mare:In of Sibumasu continental bloc 
Type3: 
• be interωlated with clastics. 
↓ . '‘ 
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PALEO:.GEOTHERMA工STRUCTUREOF THE PERMO回TRIASSIC
ACCRETIONARY COMPLEX IN' THE SA'KAEO~CHANTHABU:RTAR:EA'， 
EASTERN THAILAND ~且LITE CRYSTALLINITY' S'TUD下
Hidetoshi H紅a1，Vichai Chutakosi氏自10n2ラKen-ichiroHisada2 & Punya Charusiri3 
1 Geological Survey of ~αpαn， AlST， lbαγαki 305-8567 JAPAN 
2 Geoscience lnstitute， University ofTsukubα，lbαrαki 305-8571 JAPAN 
3 Depαγtment ofGeology， F;αculty ofScience， Chulαlongkorn Univ.， Bangkok 10330 T九むし4ND
e-mail:hぽa-hide@aist.go.j
ABSTRACT 
The Permo帽Triassic accretionary complex， distributed in the Sa 
Kaeo-Chanthaburi area of eastem Thailand， is evolved along convergence margin 
between the Sibumasu and Indochina blocks. In order to understand the tectonics of 
lnicrocontinental accretion， the paleo皿thermalstructure has been analyzed by ilite 
crystallini句T in this con1plex. Therefore， we propose the them1al history for 
microcontinental accretion during the Pennian-Triassic time. 
The Permo・Triassicaccretionary cOlnplex in the Sa Kaeo-Chanthaburi area is 
called' the C-hanthaburi' chert-clastic sequence and' Thung長めiI1Melange iI1 structurally 
ascending order (Hada et al.ラ 199η. In the Thung Kabin Melange， 12' pelitic rocks for 
ilite crystallinity analyses are collected from the following three tectono-stratigraphic 
units: Kh~ro~ Hleahl~ Bah Nohg' Boh' ahd So'I Dao' units: The叫Khab'H1eaIl1unit is' mainly 
composed of lTI'elange-type rocks with blocks of pillow lava， volcanic1astic rocks， 
serpentinite; limestone， chertラ sandstoneand metamorphic rocksラ and' represented by 
strong' shear deformation. According to Hada et al. (1997)ラ Early-LatePermian 
radiolarian fossils from chert and late Early-middle Middle白sulinaceanfossils from 
limestone are identified from this unit， and granitic rock showing age of 486.5土5.4Ma
(U皿Phdating)-.is found， as an blocks in serpentinite. The Ban Nong Bon unit consists of 
the: interbedded sandstone with shale. The ，Soi Dao-unit contains..melangeーザperocks 
with blocks of basaltic pillow lavas and出eirassociated volcaniclastic rocks dominantly 
compared with chert and limestone. The Khao Hleam and Soi I)ao unIts a陀
characterized by melange facies， and the Ban N ong Bon ur註tis regard as coherent酬broken
facies. 
The ilite crystallini砂 (rc)is a useful method for estimatiIig the thetrrtal 
111aturity of low田graden1eta1110rphis111. The rc is detennined by the Kubler index， which 
is peak width at half height of the 10 A ilite peak expressed in f1 02の(Kubler，] 968; Frey， 
1987; Frey & Robinson， 1999). In Kubler index， the IC values decrease by increasing of 
ISGEESA， Feb.， 2004， Bangkok， Thailand 
thennal lnaturity. The IC technique has been applied the Penno田Triassicaccretionary 
complex in the Sa Kaeo-Chanthaburi area. The lC values of the Khao Hleam and Ban 
Nong Bon units range from 0.51 to 0.74 ~02 の (n1ean=0.59ラ 1σ=0.10 ， n=5)， and 0.28 to 
0.67 ~02 の (mean=0.42 ， 1σ=0.14， n=6)， respectively. The IC values ofthe Kbao Hleam 
unit present higher values those of the Ban Nong Bon unit， and the difference between the 
mean values fro11 two units is approxI1nately 0.17 ~ 02の. The IC value of the Soi Dao 
unit is 0.45δ。2の(n=l)，and is similar to the mean IC values ofthe Ban Nong Bon unit. 
As a result of the IC analysis， the tendency of the IC values decreases fr01n east to west 
through three units. 
We focus the IC values ofthe Khao Hleam unit (melange facies) and Ban Nong 
Bon unit (coherent四brokenfacies)フ anddiscuss the paleo国geothermalstructure of the 
Permo岨Triassic accretionary complex in the Sa Kaeo-Chanthaburi area. Two 
tectonostratigraphic unis present the unbricate structur久 andthe Khao Hleam unit was 
thrust over Ban Nong Bon unit from east to west. The Ban Nong Bon unit shows the 
lower IC values than the Khao Hlemn unit， approximately 0.17 ~ 02の. On the basis of 
geological structure and the IC values， the Ban Nong Bon unit is the structurally lower 
unit in the imbricate structure， and shows higher thermal conditions than the Khao Hleam 
unit. This character is 10 relationship to lithology， and depends on structural level. 
The Penno四Triassicaccretionary cornplex in the Sa Kaeo田Chanthaburiarea was accreted 
frOlTI west to east along the western margin of the lndochina block. After accretion， the 
Permo-Triassic accretionary complex is affected to SOlne thermal events. Consequently， 
the Permo-Triassic accretionary complex is characterized by the paleo-geothermal 
structure having normal trend that is the increase of thermal maturiザ towardto 
structurally lower portion. 
Key Words: ilite srystallinity， paleo圃geotheロnalstructure， Permo-Triassic 
accritionary complex， Sa Kaeo四ChanthaburiareaョeastemThailand 
References 
Frey， M.， 1987， Low temperaれlremetamorphism， Blackie & Son LtdヲGlasgow.
Frey， M.& Robinson， D.， 1999， Low四grademetamorpbismヲBlackwellScience Ltd， Oxford. 
Hada et a1.ラ 1997ラTheIntell1ational Conference on Stratigraphy and Tectonic Evolution of 
Southeast Asia and the South Pacific， B釦 gkok，Thai1and， 273嶋286.
Kubler， B.， 1968， Bul1etin Centre de Recherches dep Pau-SNPA 2ラ385・97.
タイ北西部メーホンソン周辺における蝿規律渋テクトニクスの復元
誤案
原英俊(産総研/地質情報)・久間健一郎(筑波大学)・上野勝美(福岡大
学)鎌田間二(山口大学)一瀬めぐみ(尚勃宮中学)'Pubya CHARUS副-
Titima CHAROENTITIRAT (Chu!a1ongkom Univ.) 
An a性的ptto陀∞附I11cU∞of凶C町七ontinen凶∞lisiontect∞ics around Mae H∞g 
Son，NW官1ailand
H. HARA (GSJ/AISη，K.同SADA(U凶:v.Tsukuba)， K.UENり(FukuokaUniv.)， Y.
K品仏TA(Yamaguchi Univ.)， M. rc印SE(shougホkan)，P. CI-lARUSIRI 'and T. 
CHAROENTIη此1¥T (Chulalongkom Univ.) 
三豊紀末に起きた東南アジアにおけるパレオテチスの闘鎖は，シブ、マス(Sil3umasu)
地塊とインドチャイナ(Inおch.ina)地塊の衝突により引き起こされたとされる(Metca島，
1999など).タイ関では，ナンー ウトラデ、イ(Nan-Utt抑制縫斜線とその南延長で、あるサ
ケオー チャンタフ"!J(Sa Kaeo一Chanthaburi)縫合線が，両地塊の境界として認められてい
た.しかし近年，石炭・ペノレム系炭酸底岩より産する有孔虫ワズVナ化石年代とその古
地理学糊轍，チャートIの放散虫年代，砕屑岩から得られる砕屑↑生クロムスピネノレの特
{紛などから，上野・5入国(1999)によりタイ国にて新しい地{材薄造区分が提唱されている.
上野・久間(1999)によれば，シブ、マス・インドチャイナ地塊境界は，従来より西側のメー
ユアン(1vtaeYuam)断層に求められ，さらに岡地塊の間にはスオタイ(SukHoth剖)帯とイ
ンタノン(Inthan∞);貯が認められている.そして新しい地{材存造区分を基に，パレオテ
チス閉鎖と地兎衝突テクトニクスについて議論された今回，メーホンソン周辺のメー
ユアン断層を防νで，構造地質勃~よ新知見を得た.こわえ全基に，地勝決テクトニク
スの復元を試みる.なお断層の東側はインタノン帯に属する石炭系ィ〈ノレム系の砕腐
日本地質学会第 111年学術大会(千葉)， 2004年 9月
岩・石灰岩・混在岩を，西側はシブ、マス地塊に属するデボン系・三畳系砕屑岩を対象と
した.なお断層の東西にて，以下の様初期5構造が認められた.
くメーユアン旬摺東側，インタノン帯>
1)混注岩の煎餅麹杉.混在岩の砂浩レンズないし犯質基質より， S-Cファブリックが認
められた.その努断方向に，続イ生はない.2)スラスト.岩相境界をなす低角度なスラ
ストが数カ所で認められた.その勢断方向は，tlまぼ東→西で，集中している.3)迎折層.
すべての岩相に卓越する高角度な逆断層が認められた.確定できた努断方向は，ほ
ぼ南→北の方向を/示すが，そのばらつきは大きい.
くメ}ユアバ縮問シブマス峨>
1)スレー ト携関.デボン系砕屑岩には，摺曲軸面と平行なスレー ト携関が発遣す一る.こ
のスレー ト質問は， Nl0-4OO E， 50-600 Eで、ほぽ点集中を示仁なお三畳烈i材育岩に
も~~し、ながらもスレート携関が認められる.
メーユアン断層をt!}u，νで、東西で異なる刻多構造が認められた.東側では，岩相境界
をなす低角度なスラストにおいて，東→商の移劫方向が得られた.これ;はま， f捌ω霞のス夕
ツキング
スレ}ト境関が発達し，これは1制限-南南西方向における脳習の水平方向の矧詰を
澗食する.すなわち，メーユアン断層の東西において，制審の東西方向の短潟挺見象が，
異なる変形様式で、起きている.このことは，三畳紀末に起きた封腕衝突によって生じた
ほぼ東西方向の圧縮揚が，インタノこ/帯ではスラストにより，シブ、マス球規で、は摺曲に
より解放してしもことを意味する.
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タイ東北部 LoeiSuture沿いから産出したピクライト玄武岩質砂岩
と砕屑性クロムスピネル
奥津康一(筑波大学生命環境科学研究科)
タイ国の北部は，南北に走る 3本の構造線，すなわち西から東へChiangMai Suture，トJanSuture， 
Loei Sutureによって仕切られた 4つの地帯(Shan-Thai， Lampang-Chiang Rai block， Nakhon Thai 
blockおよび Indochina)に区分されている(Fig.1; Charusiri et al.， 2002).このうち Shan-Thaiと
lndochinaはゴンドワナ大陸起源の大陸地塊とみなされ(例えばBunopas，1981)，トリアス紀におけるこ
の両大陸地塊の衝突により，タイおよびその周辺諸国を含めたインドシナ半島部が形成された.また，
両大陸地塊の関に拡がっていた古海洋が Paleotethys(古テー チス)であり， Lampang-Chiang Rai 
blockは沈み込み帯を伴った火山弧的性格を有する地帯， Nakhon Thai blockは， Indochinaの沈み
込み地帯として解釈されている(Charusiriet al.， 2002). 
タイ東北部の Loeiや UdonThani地域には，シルノレーデボン系の緑色片岩棺当の変成岩が広く
分布する(Fig.2).これらは Paleotethysの沈み込みに伴いはぎ取られた堆積物や火山弧の堆積物と
考えられている(Charusiriet al.， 2002).また，これらの堆積物は，蛇紋岩を伴うことで特徴づけられる.
現在本地域で確認されている蛇紋岩体は， Pak Chom東方約20km周辺とNongBua Lam Phuの北西
約 30km周辺の 2岩体である.今回後者の蛇紋岩体から，その粒子の玄武岩片もしくは蛇紋石からな
る砂岩が発見されたので，その産状を報告する.また，この砂岩は砕屑性クロムスピネルを含んで、おり，
その化学組成を検討し，本砂岩の産出の意義について論ずる。
今回発見された砂岩は，蛇紋岩分布域から見つかった.土壌中に埋没していたため転石の可能
性も高いが，見かけの大きさは 30cm以上である (Fig.3).産出状況から，もともとは蛇紋岩中の
構造岩塊で、あった可能性がある.また本砂岩は塊状で，淘汰は悪く，グラニュールサイズの磯を
含む.構成粒子は玄武岩片および蛇紋石が大部分を占め，砕屑性重鉱物としてクロムスヒ。ネノレおよ
び磁鉄鉱が確認されている.砕屑性クロムスヒ。ネノレは，黒色不透明のものが大部分を占めるが，一
部は暗赤褐色を呈する.また一部のクロムスヒ。ネノレは自形~半自形に近い形状をなす.本研究では，
EPMAを用いて砕屑性クロムスヒ。ネノレの化学組成の検討を行った.砕屑性クロムスヒ。ネノレの Cr#
は0.5'"'-'0.8で， 0.7以上の特に高いものが大部分を占める (Fig.4). Mg#は0.2"'"'0.6とぱらつき
が大きく， Ti02Wt%は 0.1"'"'1.0とやや高い.Fe3噌は 0.05"'"'0.20とやや高いものが多くなってい
る.
これらと周辺の蛇紋岩中のクロムスヒ。ネノレとの比較を行った.Nong Bua Lam Phu北西の蛇紋岩体
の露頭は，これまでに2.5kmほど離れた2地点で、見つかっている.砂岩が発見された地点の蛇紋岩は，
強く蛇紋岩化作用を受けているが源岩はピクライトもしくはダナイトと考えられる.もう一つの蛇紋岩
露頭はハノレツパーガイトやダナイトを源岩とする蛇紋岩からなる.砂岩中のクロムスヒ。ネルの組成は，
前者のピクライトもしくはダナイトを源岩とする蛇紋岩中のものと似ており，後者のハノレツパーガイト中
のものとは異なっている.本砂岩は蛇紋石の他に玄武岩片を多く含んでいることから，本砂岩の砕屑
物は，ヒ。クライト玄武岩から主に供給されたものと考えられる.本砂岩はハノレツバーガイト中のものと似
た組成をもっ砕屑性クロムスヒ。ネルを含まないことから，ハノレツパーガイトが定置する前に本砂岩が堆
積したか，ハノレツバーガイトは砂岩の堆積盆から離れたところに露出していた可能性が考えられる.
本砂岩の堆積後の構造運動によって，ヒ。クライトもしくはダナイトを源岩とする蛇紋岩とノ¥ノレツパーガイ
トを源岩とする蛇紋岩は現在のような位置関係、を持つようになったものと考えられる.
なお， Sugiyama et al. (2000)および Chutalくositkanonet al. (2001)は，それぞれしoei地域の下部ペ
ルム系 NamMaholan層と Loei南方の Phetchabun地域の中部ベルム系 NamDuk層から砕屑性
クロムスヒ。ネルを報告している.それらの砕屑性クロムスヒ。ネルと，今回得られた Loeisuture沿いの蛇紋
岩中のクロムスヒ。ネルの化学組成を比較すると，砕屑性クロムスヒ。ネルの大部分はヒ。クライトもしくはダナイ
ト起源の蛇紋岩中のものと似ているが，ハノレツパーガイト中のクロムスヒ。ネノレと似た組成を持つものも含ま
れている.すなわち，これらの地層が堆積したときには，ピクライトもしくはダ、ナイト起源の蛇紋岩とハノレツパ
ーガイト起源の蛇紋岩がともに後背地に露出していたものと考えられる.今回新たに見つかった砂岩には，
ハルツパーガイト起源と考えられるクロムスヒ。ネルは含まれていなかったことから NamMaholan層や
NamDuk層よりも先に堆積した可能性がある.
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New additional Middle Permianおsulil10ideandata in the Nakhon Sawan 
and Loei areasフNorthThailand 
Titima Charoentitirat 
Limestone samples: Loel and TKl from Wang Saphung in the Loei and 
southeast Nakhon Sawan areas have been col1ected， respectively. Loel sample 1S light 
gray bioclastic grainstone containing abundant bioclasts for exan1ple fusulinoideas， 
slnaller foraminifers， bryozoa etc. Fusulinoideans found in this sample are composed 
of Misellina ovalis (Deprat)ョChalaroschwagerinasp.， Skin刀erellaspづ Schubertella
sp.， Chusenella? sp.， Pseudofusulirza sp. The stratigraphic distribution of Aイlsellina
ovalis in this area is not cOlnpletely known. It is associated with Skinerella sp. that 
probably is of early Kubergandian age (early Middle Permian). 
TKl locality is at Khao Nam Wingヲsoutheastof Nakhon Sawan province. In 
the present study， 4 samples: TKl-3 to TKト6，were collected合omlnassive medium 
to dark gray bioclastic packstone yielding abundant slnaller foraminifers， 
おsulinoideans.The following fusulinoideans are identified from these samples: 
Lepidolina sp.， Verbeekina verbeeki (Geini包)， Chusenella sp.， Conodofusiella sp.， 
Kahlerina sp・，Staffella sp・， and Nankinella sp. Although， the stratigraphic positions of 
these salnples are unclear， the precise age of these samples is indicated by the 
occuηence of Lψidolina sp.， suggesting a Midian age (late Middle Pem1ian).百11S
genus has been considered as a prinutive form of typical Lepidolina because it has 
less developed secondary transverse sep印la.However， this genus is characteristic in 
the Midian and it might be occupied a lower stratigraphic position than the typical one. 
Carbonate successions of the Pha Nok Khao Platform in the Loei area have 
been considered to have high diversity in generic number of Late Carboniferous and 
Early Permian fusulinoideans (Charoentitirat， 2002). In the Khao Khwang Platform 
including Nakhon Sawan， althoughヨtheMiddle fusulinoideans are f1ourished， the 
Lepidolininae representing the Midian (late Middle Permian) is rarely reported. Based 
on the recent study， new additional data on early Kubergandian and Midian 
fusulinoideans have been recognized in the Pha Nok Khao and Khao Khwang 
platforms， respectively. It is suggested that the carbonates in the Loei area (the Pha 
Nok Khao Platform) was also well developed since Upper Carboniferous to Middle 
Permian time. The data from the Nakhon Sawan area in the Khao Khwang Platform Is 
the first data for age determination of carbonates in this area. In this platform， Late 
Carboniferous and Early Permianおsulinoideanswere rarely found in comparison to 
the ones from Middle Permian (Charoentitirat， 2002). It is assumed that carbonates in 
this platform were well accumulated during the upper Lower Permian (Bolorian) to 
upper Middle Permian (Midian). In further s旬dy，the more extensive research of 
Paleozoic carbonates and their fusulinoideans in the Indochina block could lead us to 
the precise development of carbonates in each platfonn during Late Paleozoic tiD;le， 
and also reconstruct the paleogeography of carbonates distributed in the Indochina 
Block. 
タイ国半島部南部PhiPhi島のべノレム系層序と化石
江島舞.TitIlna Charoentitirat. ApSOIll Sardsud'鎌田祥仁・上野勝美
タイ国半島部南部，クラピ市の沖合約 20kmにある PhiPhi島は，地質学的にはシンメリア大陸東縁の
シブ、マス地塊に属する.シブ、マス地塊のベノレム系は，一般に下位の、主に珪砕屑岩から成り氷成堆積物
(氷海性ダイアミクタイトなど)を特徴的に含むKaengKrachan層群と、その上位のRatburi石灰岩(層群)
に区分されている.これらの地層は，おおむね下部および中部ペノレム系にそれぞれ対比されているが，
層序の詳細，化石群集の組成と年代，古生物地理的特徴などについてはし、まだ不明な点が多い.特に，
これまでの研究では(例えばFontaineet al.， 1994)，とかく総合柱状図を用いての議論がほとんどであり，
具体的な柱状図を伴った層序に関する報告は非常に乏しい.
本年4月末から5月はじめにかけてPhiPhi島においてKaengKrachan層群およびRatburi石灰岩の調
査を行った.調査では，海岸沿いの4セクション(LaenTong， Loh Dalum Bay， Ao Ling， Had Sum Had:配
付資料参照)でソレートマップを作成し，同時に試料の採集を行った.
Laen TongセクションはPhiPhi島北端に位置し， Kaeng Krachan層群が露出する.調査した全体の層
淳は約 70mで，底部から約 40mが薬理の発達した黒色頁岩(シルト岩)，その上位にトラフ型斜交層理
の発達した中粒なし、し粗粒砂岩(石英質アレナイト)が累重する.この砂岩は，後述する LohDalum Bay 
セクションの中位の砂岩に相当する.黒色頁岩層の下部には生痕が発達し，中磯サイズのドロップストー
ンが散点的に見られると同時に，約 15cm厚の土石流堆積物も見られる.また，比較的連続性の良い石
灰質コンクリーションも発達している.化石としては，セクション基底部で、腕足類化石が認められた.
PhiPhi島の中央部， LohDalu.m湾の東岸に位置する LohDalum Bayセク、ンョンは，下位の約 370mが
Kaeng Krachan層群で，その上位にRatburi石灰岩下部層(20m+)が，恐らく整合的に累重する.Kaeng 
Krachan層群は，平行葉理，平板型斜交層理，トラフ型斜交層理，ヘリンボーン構造の発達する中粒
ないし粗粒砂岩(石英質アレナイト)，土石流堆積物，葉理の発達した黒色頁岩(シノレト岩)のくり返しが3
回にわたり見られる.特に，黒色頁岩層中には中磯サイス、のド、ロップストーンが散点的に分布し，一層準
だ、けハンモック状斜交層理の発達する締粒砂岩も見られる.また，今回最下位の土石流堆積物中の石
灰岩機より，石炭紀前期(Toumaisian-Visean)の有孔虫が産出した.
Ao Ling (Monkey Bay)セクションはLohDalum Bayセクションの湾を挟んだ対岸から AoLingにかけ
て調査したセクションで，そこにはKaengKrachan層群最上部からRatburI石灰岩下部層が好露出する.
Ratburi石灰岩下部層は良く成層した(一部 nodularな)暗灰色の泥質石灰岩から成り，ここでは約
180m+の層厚をもっ.単層の特に南端が著しく珪化している場合が多く，その表面には腕足類，四射サ
ンゴ，コケムシが密集した産状を示すことがある.単層の内部はより泥質で，生痕化石がしばしば見られ
る.今回の検討で， Ozawainellidae科のフズリナ類，PachyphloiaフLangella，Multidiscus， Climacammina 
等の小型有孔虫の産出を確認した.
Phi Phi島南西に位置するHadSum Hadセク、ンョンで、は， Ratburi石灰岩の下部/上部境界付近が観
察できる.ここでは，セクション基底から上位約2mまで、が暗灰色層状石灰岩から成る Ratburi石灰岩下
部層で，その上位に厚層(少なくとも 50m以上)の灰色，塊状を呈するRatburi石灰岩上部が累重する.
両者の境界は漸移的である。今回の調査では，Pseudofusulina (P her，αticαに類似)， Yangchienia， 
Minojapanella?等のフズリナと，数種類の小型有孔虫が産出した.
Phi Phi島のKaengKrachan層群は， Loh Da1um Bayセクションで、見られるように基本的には中粒ないし
粗粒砂岩(石英質アレナイト)，土石流堆積物，ドロップストーンを含む葉理の発達した黒色頁岩(シノレト
岩)の繰り返しから成る.このうち，砂岩層はその堆積構造から極浅海の堆積物(砂州、1，潮流口)と考えら
れる.一方，薬理の発達した黒色頁岩は主に波浪限界以深の沖浜堆積物であろう.このことから， Phi
Phi島における KaengKrachan層の周期的な堆積相変遷は海水準の変動にコントローノレされたもので、あ
る可能性がある.すなわち，海水準が低下した時期に広く砂質堆積物に富んだ浅海環境が出現し，その
後海面の上昇に伴い土石流堆積物をもたらすような不安定な斜面環境が形成された.海水準が上昇す
ると沖合の環境が広く現れ，葉理の発達した，主に細粒の堆積物を形成した.同時に，海面上に発達し
た漂流氷(iceberg)が希にド、ロップストーンを細粒堆積物中に落下させた.
Kaeng Krachan層群とRatburi石灰岩の層序関係は，境界付近前後に走行傾斜の違いがほとんど見ら
れないことから，恐らく整合的であろうと考えられる.Ratburi石灰岩は，成層した石灰岩から成る下部層と
塊状の上部層に明瞭に区分できる.前者は)Phi Phi島ではおよそ300mの層厚をもち，産出量は少ない
ながらもベノレム紀中期以降を暗示する分類群(例えばLangellaやM山・discusなど)を産する.また，上部
層最下部から今回得られたPseudo.月;JsulinαはLeven(1997)により南部アフガニスタンのKubergandianか
ら報告された P.heraticaに若干類似する.これらの化石データは， Ratburi石灰岩下部層の年代が中期
ペルム紀前期のKubergandianであることを強く示唆しており，これは最近のKaengKrachan層群最上部
のアンモノイド年代あるいは KaengKrachan層群とRatbmi石灰岩の境界の有孔虫年代に関する考察
(Ueno， 2003; Fujikawa et a1.， in press)や， Ratbml石灰岩上部層の有孔虫年代(Ueno，2003)とも概ね一致
している.シブ、マス地塊の大陸縁で、は，前期/中期ベノレム紀境界頃に陸槻環境が砕屑性堆積物主体の
ものから炭酸塩プラットフォームのそれへと急激に変化したことになる.
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Preliminary results 00 foralnioifers and their ages of carbonate rocks 
coUected during the Laos “Expedition" in 2004 
Ueno Katsumi， Tituna Charoentitirat， Punya Charusiri， Ichise Megumi， Kamata Yoshihito， 
Hara Hidetoshi， and Keo Khampavong 
Itilleraη， ofthe trip 
The first Laos "Expedition" based on the cu打entbudget support was carried out from 3rd 
January to 13th January in 2004. The following is the briefitinerary ofthe trip. 
4 January: Arrived at Viengchan. 
5 January: Viengchan--四VangVieng---Phou Khoun---Luang Prabang (geology along 
R.13). 
6 January: Luang Prabang---Pak Mong--酬UdomXai (geology in the area northeast of 
Luang Prabang along R.13). 
7 January: Udom Xai---Pak Beng--田UdolnXai (one day trip along R. 2) 
8 January: Udom Xai---Pak Mong---Luang Prabang (geology in the area northeast of 
Luang Prabang along R.13). 
9 January: Luang Prabang---Sayabouli---Luang Prabang (one day trip along R.IA). 
10 January: Luang Prabang---Phou Khoun---Vang Vieng (geology along R.13). 
1 January: Vang Vieng---Viengchan 
12 January: Leave Viengchan for Bangkok 
During the tripラanUlnber of carbonate smnples were collected frOlTI nearby Vang Vieng 
(VV01，-，05)， north ofPhou Khoun (PK01-03)， south ofXiang Ngeun (沿~01)ョnortheast of 
Luang Prabang (LP04~06， 09~ 1， 14)， northeast of Pak Beng， and between Luang Prabang 
and Sayabouli (SB03フ05ラ06)(see separate locality map). 
Result 
VVO 1:Collected at Nam Song Resort several kilometers north ofVang Vieng. The sample is 
Ioose bIock from karst-forming massive limestone. It is bioclastic grainstone and 
yields Laosella gigantea， Aj幼anella cf teleshikovae， and Schubertella or 
Neofusulinella， suggesting a "middle~ Murgabian (MiddIe Permian) age. 
VV02: Collected at 195.6 km on R.13 between Vang Vieng and Kasi. The sample is 
dolomitized and barren in foraminifer. 
VV03: Collected at 180.4 km on R. 13 between Vang Vieng and Kasi. A loose block sample 
(VV03-2) of granular conglomeratic lirnestone contains Fusulinella， Beedeina， 
Fusiella?， and others， which indicate the “middle" 1¥在oscovian ( ear1y Late 
Carboniferous ).
VV04: Collected at Khao ThalTI Chang Resort in Vang Vieng. 1t is poorly preserved 
coquinoid (pelecypod?) limestone and barren in foraminifer. 
VV05: Collected at Vang Vieng Quarry of Lao Cement Company in Vang Vieng. Most of 
carbonates here are gray muddy limestone (VV05a)， but in places there is black， highly 
bituminous limestone (VV05b). VV05a 1S fine bioc1astic wackestone-packstone and 
contains Quasifusulina and Triticites. They are suggestive of a late Kasimovian (late 
Late Carboniferous) age. 
PK01: Collected at Ban Pha Kheng Yai (271 km on R. 13)， north of Phou Khoun. It is 
Tubiphyt何回bearingmuddy lIlnestoneヲbutdetailed microfacies is hard to identi今due
to rich veins. 
PK02: Collected at 271.4 km on R. 13， north of Phou Khoun. We collected three samples: 
PK02-1 (more or less conglomeratic limestone)ラ PK02-2 (bioclastic 
packstone~rudstone?)， and PK02-3 (bioclastic f1oatstone~sponge-algae輔Tubijフhytes
boundstone). Foraminiferal assemblages are almost same in the three samplesラ and
yields Parafusulinα(similar to P. kaerimizensis)， Laosella methikuliラL.cf gigantea， 
Schubertella or Neザusulinella，Armenina宅phaer仏 Presumatrina，めngchienia，and 
FVutuella. They indicate an early Murgabian age， which is near1y same age as VVOl 
(but slightly older)‘ 
PK03: Col1ected at 262.5 km on R. 13ヲnorthof Phou Khoun. Here lin1estone is dark gray， 
lnuddy， and well bedded. It is fine-grained packstone(?) (but better to say as 
"lime-mudstone" superficially). Fossil is barren. 
XN01: Collected at 346 kn1 on R. 13. It is thickly beddedラdarkgray muddy limestone (partly 
grain rich). The microfacies is fine-grained bioc1astic packstone(?). There are SOlne 
"ghost" of foraminifers， which somewhat look like small discoidal fusulinids. 
LP04: Collected at 420.3 km on R.13ヲnortheastof Luang Prabang. Altemations of sheared 
calcareous ss/sh and limestone. Granule-sized limestone conglomerate (platfonn 
margin debris?) contains Fusulinella， Fusulina?， Ozawainella， and Schubertella. Its 
lithology and age are similar to those of VV03. 
LP05: Collected at 420.7lan on R.13， northeast ofLuang Prabang. Pebble田sizedlin1estone 
conglomerate (platform margin talus deposits?) with variable lithofacies of limestone 
clasts. FragInents of schwagerinids(?) are found. 
LP06: Collected at about 459.5 km on R.13， northeast ofLuang Prabang. Dark gray to black 
massive muddy lin1estone with microfacies of fine皿grained wackestone 
bioclastic-lithoc1astic(?) grainstone， and others yields Eostaffellaラ均lvulinella?ラ
archaediscids (probably Paraarchaediscus koktjubensis)， several endothyrids， 
Endothyranopsis， and others. They are referable to the late Visean or early 
Serpukhovian. Interesting is the presence of basaltic volcaniclastics and pillow lava 
nearby this locality， between 454-455 km on R.13. 
LP09: Collected at 452.2 km on R.13， northeast ofLuang Prabang. In this localityらthereis a 
small section that consists of limestoneョaltemationof知成?)and siliceous limestoneヲ
basaltic volcaniclastics with lI1nestone calsts， limestone， and tuffaceous shale 
apparently froln lower to upper. LIlnestone is high回packedラfine-grainedpackstone and 
yields abundantly fragInents of tube-like calcareous algae(?). Age diagnostic fossil is 
not found. 
LPI0: Collected at 449.5 km on R.13， northeast ofLuang Prabang. Between 450 km and 446 
km on R.13， there is， a large body of massive lIlnestone. This locality is almost the 
northem edge of this limestone body and gray massive limestone can be seen there. 
Bioc1astic grainstone and packstone are dominant microfacies. The samples col1ected 
contain archaediscids (large Archaediscus similar to A. karreri and Neoarchaediscus?)， 
endothyrids， Mediocris， and other genera. Thus the late Visean or ear1y Serpukhovian 
is suggested. 
LPl1: Col1ected at 446.6 km on R.13ラnortheastofLuang Prabang. This locality is nearly the 
southem edge ofthe limestone body mentioned above. Massive to thIckly bedded dark 
gray limestone is well exposed here， with large solitary corals (1ike Caninella or 
Caninophyllum) and deぬ oidcoral (Sがonodendron:taxonomic information on 
corals from Prof. Wang Xiangdong， Na勾ingInstitute of Geology and Palaeontology) 
can be seen on the outcrop surface. Bioclastic packstone and grainstone are the 
dominant microfacies， with a subordinate amount of oolitic grainstone. Foraminifers 
include archaediscids (Paraarchaediscus koktjubensis? and Paraarchaediscus 
"ulmeri")， Mediocris， and several others. They probably give a late Visean or early 
Serpukhovian age. 
LP14: Collected at 425.4 km on R.13， northeast ofLuang Prabang. This locality represents a 
spectacular outcrop composed of foldedフandpartly faulted， limestone turbidites and 
debris beds (limestone conglomerate) of platform marginヲslopefacies. Foraminifers 
are not diagnostic in the samples collected， but fragments of Fusulinella， Ozawainella， 
and others， suggesting a Moscovian age， are found in limestone conglomerate sample. 
Thusヨthecombination of the age and lithology of this locality is somewhat similar to 
those of VV03 and LP04. 
PB06: Collected in a karstified field probably between Pak Beng and Muang Houn on R.2. 
In this locality， there are sma1l1imestone lapies scattered in a paddy field. Limestone is 
mostly muddy (wackestone and packstone)， and some contains large， bivalve-like 
morphs (but it seems not to be fosil). Age uncertain but highly probably 
post-Paleozoic. 
SB03: Collected at Thong Phiang Vi1aうら north of Tha Deua (ferry pOli across the Mekong 
River) between Luang Prabang and Sayabouli (R.IA). Oncoidal-bioclastic 
packstone/grainstone ofthe collected sample yields sphericalラprIlnitivePrザusulinella
(sunilar to P bona and P tashlens・is)and Staj匂laex gr. pseudosphaeroidea. They are 
referable to the late Bashkirian. 
SB05: Col1ected frOln the southwest ofXiang Ngeun between Luang Prabang and Sayabouli 
(R.IA). Pale-gray massive limestone in this locality is composed essentially of 
accumulation of flattened cement layers， probably skeletal orgaruslns in origin 
(bivalves?， calcareous algae?)ヲ andmuddy lnatrix. Details are unclear due to poor 
preservatlon. 
SB06: Collected at Ban Dan about 30 kIn from Luang Prabang on R.IA. Fragments of 
schwagerinids are found in lnicrobial boundstone. Probably referable to the Permian. 
Inψlicatio1ts for the geologic conn.ection of 1l0rthern Lαos with northernηzailαIld 
This preliminary study on foraminifers from carbonates of northem Laos made clear the 
presence of Visean-Serpukhovian shallow carbonate platform sediments， Moscovian (and 
probably younger)， platform margin， slope sediments (calcareous turbidites， debris， talus 
deposits)ヲandMurgabian shallow carbonate platforn1 sedunents in the ahnost N回Strending 
Vang Vieng-Phou Khoun回LuangPrabang areas of northem Laos. In northem part of 
Thailand， Visean-Serpukhovian carbonates have been known only in the Loei area (Fontaine 
et al.ヲ 1981).The Moscovian is also distributed only in the Loei area (Igo， 1972; Ueno et al.， 
1996) although both areas under consideration have different sedimentary facies. Moreover， 
Murgabian fusulinoidean fauna is very similar between the Vang Vieng♂hou Khoun and 
Loei areas (Charoentitirat， 2002). The presence ofbasaltic rocks in the Luang Prabang area 
is also sOluewhat suggestive because in the Loei area， basaltic Paleozoic? rocks are also 
widely developed (Intasopa and Dunn， 1994). 
These lines of evidenceヲalthoughlnay actual1y be sOlnewhat equivocal and speculative， 
seem to suggest SOlne geologic (thus geotec'tonic) linkage between the Loei area in northem 
Thailand and the Vang Vieng-Phou Khoun-Luang Prabang areas in northem Laos. Ifthis is 
the case， then almost N圃Strending basic geologic extension can be assumed in these regions. 
Thisおrtherimplies that the NarトUttaraditSuture probably continues in Laos (somewhere 
west of Luang Prabang) with changing its extension frolu nearly NE-SW in northem 
Thailand to almost N-S in northem Laos， and further extends up northwards to the 
Lancangjiang Su印rein West Yunnan as has been insisted by Ueno (1999， 2002). 
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